
歴史  上

➡

て
い
ね
い
に
引
っ
ぱ
っ
て
く
だ
さ
い
。
別
冊
解
答
に
な
り
ま
す
。
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1 文明のおこり

スタートドリル� P.6 ,7

	 ⑴　打製石器　　⑵　新人　
	 ⑶　エジプト文明　　⑷　甲

こう
骨
こつ
文字

	 ⑴　始
し
皇
こう
帝
てい
　　⑵　漢

かん
　　

	 ⑶　シルクロード　　
	 ⑷　アレクサンドロス　　⑸　ローマ　
	 ⑹　コロッセオ　　⑺　イエス

⑷　アレクサンドロスは，ギリシャ
北部にあった古代王国マケドニアの
王。紀元前4世紀に，ガンジス川西
岸まで支配した。

考 え 方

	 ⑴　①　猿
えん
人
じん
　　②　古代

	 ③　始皇帝　　④　キリスト
	 ⑵　道具

⑴　①　猿人に比べて新人の脳の大
きさは2.5 〜 4.5倍に増えた。

考 え 方

人類のおこりと古代文明� P.8 , 91

	 ⑴　前あし　　⑵　新人
	 ⑶　打製石器　　⑷　新石器時代

⑶　旧石器時代は打製石器，新石器
時代は磨

ま
製
せい
石器が使われた。

⑷　地域の環境により差はある。例
えば，新石器時代にあたる日本の縄

じょう

文
もん
時代には，基本的に農耕や牧

ぼく
畜
ちく
は

行われず，金属器の使用もなかった。

考 え 方

	 ⑴　食料　　⑵　身分
	 ⑶　青

せい
銅
どう
器
き
　　⑷　文字

	 ⑸　太陽暦
れき
・太
たい
陰
いん
暦

⑴・⑵　農耕によって生産される穀
物は貯蔵が容易であり，また，通年

考 え 方

1

2

3

1

2

で計画的に生産することから指導者
が生まれた。
⑶　最初に使用された金属器は青銅
器である。
⑸　エジプト文明では太陽暦が使わ
れ，他の文明の多くは太陰暦が使わ
れた。

	 ⑴　Ａ　ナイル川
	 Ｂ　ユーフラテス川
	 Ｃ　インダス川　　Ｄ　黄

こう
河
が

	 ⑵　Ａ　太陽暦　　Ｂ　くさび形
がた
文字

	 Ｃ　インダス文字　　Ｄ　儒
じゅ
教
きょう

⑴　大河の流域は肥よくな土地が広
がり，農耕に適していた。
⑵　Ａ　太陽の運行からつくられた
暦
こよみ
。太陰暦は月の満ち欠けからつく
られた。　Ｃ　アーリヤ人の侵

しん
入
にゅう
に

よって，インダス文明はほろびた。
Ｄ　春

しゅん
秋
じゅう
時
じ
代
だい
（紀元前770〜221年）

の孔
こう
子
し
の教えを体系化したもの。

考 え 方

	 ⑴　エジプト文明　　⑵　中
ちゅう
国
ごく
文明

	 ⑶　インダス文明

⑴　エジプト文明では王は神であり，
生前から巨

きょ
大
だい
な墓（ピラミッド）がつ

くられた。
⑵　亀

かめ
の

甲
こう
や牛の

骨などに
刻まれた
文字。漢
字のもと
になった。
⑶　都市国家の遺

い
跡
せき
。水道などの公

共施
し
設
せつ
もあった。

目 米 牛

▲甲骨文字

考 え 方

3

ホワン ホー

4
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宗教のおこり� P.12 ,133

	 ⑴　シャカ　　⑵　イエス
	 ⑶　ムハンマド　　⑷　コーラン

⑴　シャカは，紀元前5世紀ごろにイ
ンド（今のネパールの南部）で生まれた。
⑵　イエスの生まれたパレスチナと
は，西アジアの地

ち
中
ちゅう
海
かい
に面した地域

にある。
⑶　ムハンマドは，今のアラビア半
島で生まれた。

考 え 方

	 ⑴　バラモン　　⑵　仏
ぶっ
教
きょう

	 ⑶　ユダヤ教　　⑷　キリスト教
	 ⑸　イスラム教　　⑹　アラー

⑴・⑵　当時インドでは，バラモン
を最高位とするカーストという身分
制度があった。シャカはこの身分制
度を批

ひ
判
はん
し，人はみな平等であると

し，仏教を開いた。
⑸・⑹　ユダヤ教・キリスト教の影

えい

響
きょう
を受けたムハンマドは，唯

ゆい
一
いつ
神
しん
の

アラー（アッラー）を信じることの大
切さを説いてイスラム教を開いた。

考 え 方

	 ⑴　①　キリスト教　　②　仏教
	 ③　イスラム教　　⑵　①　仏教
	 ②　キリスト教　　③　イスラム教
	 ⑶　①　キリスト教　　②　イスラム教
	 ③　仏教　　⑷　①　イスラム教
	 ②　仏教　　③　キリスト教

⑶　③　仏教は，中央アジアから中
国に伝わり，その後朝

ちょう
鮮
せん
，日本に伝

わった。
⑷　①　イランのイマームモスクが
有名。　②　ミャンマーのアーナン
ダー寺院などが有名。　③　フラン
スのノートルダム大聖堂が有名。

考 え 方

1

2

3

古代の世界� P.10 ,112

	 ⑴　秦
しん
の始

し
皇
こう
帝
てい
　　⑵　万

ばん
里
り
の長

ちょう
城
じょう

	 ⑶　漢
かん
の武

ぶ
帝
てい
　　⑷　シルクロード

⑴　はじめて中
ちゅう
国
ごく
全土を統一した皇

こう

帝
てい
という意味で，始皇帝と名乗った。
⑷　中央アジアを通って，中国とヨ
ーロッパを結んだ。

考 え 方

	 ⑴　ポリス　　⑵　スパルタ
	 ⑶　民主政　　⑷　ローマ

⑴・⑵　アテネとスパルタは，主導
権をめぐって争った。
⑶　都市の広場で民

みん
会
かい
と呼ばれる集

会が開かれ，政治が決められた。
⑷　初期には民主政がとられたが，
やがて帝

てい
政
せい
となった。

考 え 方

	 ⑴　Ａ　ローマ　　Ｂ　漢（前漢）
	 ⑵　シルクロード（絹の道）
	 ⑶　絹織物

⑴・⑵　紀元前2世紀ごろ，東に漢，
西にローマが栄えたことから，東西
の交流が活発になった。
⑶　西方からはぶどうや馬がもたら
された。

考 え 方

	 ⑴　アレクサンドロス大王
	 ⑵　ヘレニズム文化　　⑶　ローマ
	 ⑷　ローマ法

⑴　ギリシャ北方のマケドニアの王
であったが，ギリシャを統一し，ペ
ルシャをほろぼし，インドにまで達
する大帝国をつくった。
⑵　ヘレニズムとは，ギリシャ風の
文明という意味。

考 え 方

1

2

3

4
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まとめのドリル� P.14 ,15

	 ⑴　①　エジプト文明
	 ②　A	の文明：ナイル川
	 中

ちゅう
国
ごく
文明：黄

こう
河
が

	 ⑵　青
せい
銅
どう
器
き

	 	⑶　①　象
しょう
形
けい
文字　　②　くさび形文字

	 ③　甲
こう
骨
こつ
文字　　⑷　モヘンジョ・ダロ

	 ⑸　①　シャカ（釈
しゃ
迦
か
）　　②　孔

こう
子
し

⑶　③　甲骨文字も象形文字の一種
だが，亀

かめ
の甲

こう
や牛の骨に刻まれたも

のが残っていることから，このよう
に呼ばれている。

考 え 方

	 ⑴　①　ポリス　　②　アテネ
	 ③　アレクサンドロス　　④　イエス
	 ⑵　㋐　ヘレニズム文化
	 ㋑　キリスト教

⑴　①　各地のポリスは独立した国
家であったが，オリンピアの神を信

しん

仰
こう
するなど共通の基

き
盤
ばん
を持ち，他民

族の侵
しん
攻
こう
には連合して戦った。

⑵　㋑　キリスト教はユダヤ民族が
信仰したユダヤ教をもとに生まれた。

考 え 方

	 ⑴　始
し
皇
こう
帝
てい
　　⑵　武

ぶ
帝
てい

⑴　当時中国にあった，韓
かん
・魏

ぎ
・

趙
ちょう
・斉

せい
・楚

そ
・燕

えん
・秦

しん
のうち，秦が他

の六諸
しょ
侯
こう
をほろぼして中国を統一し

た。

考 え 方

2 古代日本の成り立ち

スタートドリル� P.18 ,19

	 ⑴　氷
ひょう
河
が
時代　　⑵　オオツノジカ

	 ⑶　たて穴
あな
住居　　⑷　九州

	 ⑸　青
せい
銅
どう
器
き
　　⑹　吉

よし
野
の
ヶ
が
里
り
遺
い
跡
せき

1

ホワン ホー

2

3

1

⑵　巨
きょ
大
だい
なツノを持った大型のシカ

で，縄
じょう
文
もん
時代早期まで生き残ってい

たと考えられている。
⑷　紀元前4世紀ごろに九州北部に
伝えられた稲

いな
作
さく
の技術は，紀元前後

には青森県にまで達した。
⑹　吉野ヶ里遺跡は，二重の堀

ほり
に囲

まれた約 40 万m2 におよぶ，日本列
島最大の環

かん
濠
ごう
集落である。

考 え 方

	 ⑴　大
だい
仙
せん
古
こ
墳
ふん
　　⑵　埴

はに
輪
わ

	 ⑶　百
くだ ら
済　　⑷　仏

ぶっ
教
きょう

⑴　日本最大の大仙古墳は，1人1
日1m3の土を運ぶとして，1000人
が働いても完成までに約4年かかる
という。
⑷　4世紀ごろ朝

ちょう
鮮
せん
半島に伝わった

仏教は，6世紀に日本に伝わった。

考 え 方

	 ⑴　①　縄文　　②　弥
やよい
生　　③　古墳

	 ④　奴
な
国
こく
　　⑤　邪

や
馬
ま
台
たい
国
こく
　　

	 ⑥　卑
ひ
弥
み
呼
こ
　　⑦　縄文　　⑧　弥生

	 ⑨　大
だい
仙
せん
（大山，仁

にん
徳
とく
陵
りょう
）古墳　　

	 ⑵　大
おお
王
きみ

⑴　②　東京都文
ぶん
京
きょう
区
く
弥生で最初に

発見されたので，弥生土器と名づけ
られ，この時代を弥生時代という。
⑵　熊本県の江

え
田
た
船
ふな
山
やま
古墳から出土

した太
た
刀
ち
にワカタケル大王の文字が

あることから，5世紀には大
やまと
和政権の

王を大王と呼んでいたと考えられて
いる。

考 え 方

日本の原
げん

始
し

時代� P. 20 , 2 11

	 ⑴　氷
ひょう
河
が
時代　　⑵　ユーラシア大陸

	 ⑶　ナウマン象　　⑷　打製石器
	 ⑸　岩

いわ
宿
じゅく
遺
い
跡
せき

2
ひゃくさい

3

だいおう

1
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⑴・⑵　地球の寒冷化のため両極地
方の海水が氷となり，海水面が現在
よりも100m以上も低かった。
⑶　体毛が多く耳が小さいなど，寒
冷地に適していた。約1万5000年前
に絶
ぜつ
滅
めつ
した。野

の
尻
じり
湖
こ
での発

はっ
掘
くつ
が有名。

考 え 方

	 ⑴　縄
じょう
文
もん
土器　　⑵　狩

か
りや採集

	 ⑶　貝
かい
塚
づか
　　⑷　土

ど
偶
ぐう

⑴　土器をつくるときに，ひも状の
ものやへらを押しつけて文

もん
様
よう
がつけ

られた。
⑶　ごみ捨て場というよりは，生命
のなくなったものを捨てた場所と考
えられている。水辺では重要な食料
が貝であったことがわかる。

考 え 方

	 ⑴　岩
いわ
宿
じゅく
遺
い
跡
せき
　　⑵　約 1万年前

	 ⑶　イ

⑴　岩宿遺跡発見以前は，日本には
旧石器時代はなかったというのが考
古学の通説だった。

考 え 方

	 ⑴　たて穴
あな
住居　　⑵　貝塚

	 ⑶　（例）食料が豊富にとれたから。

⑵　アメリカ人のモースによって日
本で最初に発

はっ
掘
くつ
調査が行われた，東

京都にある大森貝塚が有名。
⑶　磨

ま
製
せい
石器が使われていたが，一

いっ

般
ぱん
的には農耕や牧

ぼく
畜
ちく
は始まっていな

かった。

考 え 方

弥
やよ い

生時代� P. 22 , 232

	 ⑴　稲
いな
作
さく
　　⑵　九州北部

	 ⑶　青
せい
銅
どう
器
き
　　⑷　石

いし
包
ぼう
丁
ちょう

	 ⑸　高
たか
床
ゆか
倉庫

2

3

4

1

⑶　すずと銅の合金。世界史では青
銅器時代の後に鉄器時代となるが，
日本にはほぼ同時に伝わった。その
ため鉄器はおもに工具や武器に，青
銅器は実用品でなく宝

ほう
物
もつ
に使われた。

考 え 方

	 ⑴　貧富の差　　⑵　身分の差
	 ⑶　国　　⑷　中

ちゅう
国
ごく
の皇
こう
帝
てい

	 ⑸　邪
や
馬
ま
台
たい
国
こく

⑷　当時，朝
ちょう
鮮
せん
半島は中国の支配下

にあり，役所が置かれていた。東ア
ジアは中国を中心とした国際秩

ちつ
序
じょ
が

できつつあり，倭
わ
と呼ばれた当時の

日本は，その東の辺境にあった。

考 え 方

	 ⑴　弥生土器　　⑵　イ
	 ⑶　銅

どう
鐸
たく
　　⑷　（例）祭りのための宝物

⑴　縄
じょう
文
もん
土器に比べて薄

うす
手
で
でかたかっ

た。
⑶・⑷　銅鐸が具体的にどのように
使われたかは不明であるが，祭器で
あろうと想像されている。

考 え 方

	 ⑴　奴
な
国
こく
　　⑵　後

ご
漢
かん
（漢）

	 ⑶　卑
ひ
弥
み
呼
こ
　　⑷　倭

わ
人
じん
伝
でん
（魏

ぎ
志
し
倭人伝）

⑴　金印が博
はか
多
た
湾
わん
の志

し
賀
かの
島
しま
で発見さ

れたことから，現在の福岡市付近に
あったと考えられている。

考 え 方

古
こ

墳
ふん

文化と国土の統一� P. 24 , 253

	 ⑴　王　　⑵　前
ぜん
方
ぽう
後
こう
円
えん
墳
ふん

	 ⑶　埴
はに
輪
わ
　　⑷　玉や鏡

⑴　多くの人々を動員して工事を行
わせる力と技術を持っていた。
⑵　前方後円墳は日本独特の古墳の
形式と言われていたが，朝

ちょう
鮮
せん
半島に

も存在することが確認されている。

考 え 方

2

3

4
なのくに

1
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⑶　土留めに使われた円
えん
筒
とう
埴
はに
輪
わ
と，

人や生き物，物などをかたどった形
けい

象
しょう
埴輪がある。

	 ⑴　奈良県　　⑵　5　　⑶　大
おお
王
きみ

	 ⑷　氏
うじ
　　

⑶　大王は，7世紀後半ごろから天
てん

皇
のう
と呼ばれるようになった。
⑷　豪

ごう
族
ぞく
は，血

けつ
縁
えん
関係を核

かく
とした氏

という集団を組織していた。

考 え 方

	 ⑴　倭
わ
　　⑵　百

くだら
済

	 ⑶　新
しらぎ
羅・高

こう
句
く
麗
り
　　⑷　宋

そう
（南
なん
朝
ちょう
）

	 ⑸　イ　　⑹　渡
と
来
らい
人
じん
　　⑺　イ・エ

	 ⑻　仏
ぶっ
教
きょう

⑵　朝鮮古代の国名で，都は今のソ
ウルの近くにあった。
⑷　当時南朝の王朝は宋。北

ほく
朝
ちょう
の王

朝は遊牧民族であったため，漢
かん
民族

である南朝を正統な中国皇
こう
帝
てい
とした。

考 え 方

まとめのドリル� P. 26 , 27

	 ⑴　①　Ｂ　　②　Ａ　　③　Ｃ
	 ⑵　吉

よし
野
の
ヶ
が
里
り
遺
い
跡
せき
　　⑶　貝

かい
塚
づか

	 ⑷　古
こ
墳
ふん
　　⑸　大

だい
仙
せん
（大山，仁

にん
徳
とく
陵
りょう
）古墳

	 ⑹　渡来人　　⑺　仏教　　⑻　Ａ　土
ど
偶
ぐう

	 Ｂ　銅
どう
鐸
たく
　　Ｃ　埴輪

⑴　①狩
しゅ
猟
りょう
・採集生活から農耕生活

へ移り，生産が増加して貧富・身分
の差ができた。
⑹　大陸で戦乱が激しくなり，日本
に移り住む人々が増えた。

考 え 方

	 ⑴　エ　　⑵　ウ　　⑶　イ
	 ⑷　邪

や
馬
ま
台
たい
国
こく
　　⑸　エ　　⑹　ア

	 ⑺　九州北部
	 ⑻　Ｃ→Ｆ→Ｅ→Ｄ→Ｂ→Ａ

2
だいおう

3
ひゃくさい

しん ら

1

2

⑴・⑵　伽
か

耶
や
は朝鮮半

島南部の小
国が分立し
ていた地域。
⑶　日本は
2万5000
年前の磨

ま
製
せい

石器が発見
されている
が，農耕は始まらなかった。文明の
発展の仕方はその土地の環

かん
境
きょう
によっ

て違った。
⑺　稲

いな
作
さく
とともに伝わった金属器は，

青
せい
銅
どう
器
き
と鉄器。

高句麗

（任那）

百済

伽耶

こう く   り

ひゃくさい

しらぎ

か　や

しん ら

くだら

みまな

にん な

新羅

▲ 5 世紀の朝
ちょう
鮮
せん
半島

考 え 方

定期テスト対策問題� P. 28 , 29

	 ⑴　Ａ・ウ　　⑵　Ｂ・エ
	 ⑶　Ｃ・イ　　⑷　Ｄ・ア

⑴　エジプト文明では，強大な権力
を持った王が神とされ，ピラミッド，
スフィンクスがつくられた。
⑵　メソポタミアとは「二つの川の
間」という意味で，チグリス川・ユ
ーフラテス川流域のことをさす。
⑶　インダス文明の重要な遺

い
跡
せき
は，

モヘンジョ・ダロのほかにハラッパ
ーがある。アーリヤ人の侵

しん
入
にゅう
によっ

てほろびた。
⑷　中

ちゅう
国
ごく
の黄

こう
河
が
，長

ちょう
江
こう
流域に起こっ

た文明。現在知られている中国最古
の王朝として，殷

いん
があったことは当

時の都の遺跡といわれる，殷
いん
墟
きょ
の発

はっ

掘
くつ
などであきらかになっている。

ホワン ホー チャン チヤン

考 え 方

	 ⑴　スパルタ→アテネ
	 ⑵　中国→インド
	 ⑶　インド→エジプト
	 ⑷　綿の道→絹の道（シルクロード）

1

2
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⑴　ギリシャのポリスのすべてで民
主政が行われていたわけではない。
スパルタは王政で，征

せい
服
ふく
した多くの

先住民をポリス共有の農耕奴
ど
隷
れい
とし

て支配した。また，「スパルタ教育」
という言葉があるように，質

しつ
実
じつ
剛
ごう
健
けん

で軍団主義のポリスだった。
⑵　アレクサンドロスはインドまで
達したが，病死して遠

えん
征
せい
は中止され

た。
⑶　オリエントはラテン語で「太陽
ののぼるところ」の意味。インドは
ふくまれていない。
⑷　ヨーロッパでは貴重だった中国
産の絹織物が運ばれたことからこの
名がついた。

考 え 方

	 ⑴　イ　　⑵　ア
	 ⑶　ウ

⑴　奴
な
国
こく
の国王が中国の皇

こう
帝
てい
（後

ご
漢
かん

の光
こう
武
ぶ
帝
てい
）から金

きん
印
いん
を授かったのは

1世紀のこと。倭
わ
王
おう
武
ぶ
が南

なん
朝
ちょう
の宋

そう
に

使いを送って朝
ちょう
鮮
せん
半島南部の指揮権

を認めてもらおうとしたのは5世紀
のこと。平

へい
城
じょう
京
きょう
の建設は８世紀のこと。

⑵　「漢
かんの
委
わの
奴
なの
国
こく
王
おう
」と刻まれた金印で，

江
え
戸
ど
時代の後半に福岡市の志

し
賀
かの
島
しま
で

発見された。
⑶　地図の中国が魏

ぎ
・蜀

しょく
・呉

ご
の三国

に分かれていることから，三
さん
国
ごく
時代

ということがわかる。

考 え 方

	 ⑴　埴
はに
輪
わ
　　⑵　前

ぜん
方
ぽう
後
こう
円
えん
墳
ふん

	 ⑶　大
おお
王
きみ
　　⑷　大

やまと
和政
せい
権
けん

⑴　埴輪には，円
えん
筒
とう
埴輪と形

けい
象
しょう
埴輪

がある。形象埴輪には殉
じゅん
葬
そう
などの宗

教的な意味があると考えられている。
⑵　円

えん
墳
ぷん
と方
ほう
墳
ふん
を組み合わせた古

こ
墳
ふん
。

⑶・⑷　大和政権は有力豪
ごう
族
ぞく
の連合

考 え 方

3

4
だいおう

政権と考えられている。大王が天
てん
皇
のう

と呼ばれて権力が集中するのは，7
世紀後半以降である。

3 古代国家のあゆみ

スタートドリル� P.32 ,33

	 ⑴　聖
しょう
徳
とく
太
たい
子
し
　　⑵　十

じゅう
七
しち
条
じょう
の憲法

	 ⑶　大
たい
化
か
の改
かい
新
しん
　　⑷　壬

じん
申
しん
の乱
らん

	 ⑸　平
へい
城
じょう
京
きょう
　　⑹　遣

けん
唐
とう
使
し

⑴　聖徳太子（厩
うまや
戸
どの
皇
おう
子
じ
）の父の用

よう
明
めい

天
てん
皇
のう
の妹が推

すい
古
こ
天皇である。聖徳太

子から見て，推古天皇はおばにあた
る。
⑵　朝

ちょう
廷
てい
に仕える豪

ごう
族
ぞく
たちの守るべ

き基準を示したもので，今でいう憲
法とはちがう。仏

ぶっ
教
きょう
・儒

じゅ
教
きょう
などの思

想を取り入れており，精神的な面で
天皇の権

けん
威
い
の正当性を確立しようと

した。
⑶　はじめて大化という年号を定め
たので，この改革を大化の改新とい
った。

考 え 方

	 ⑴　飛
あす か
鳥文化　　⑵　法

ほう
隆
りゅう
寺
じ

	 ⑶　班
はん
田
でん
収
しゅう
授
じゅの
法
ほう
　　⑷　風

ふ
土
ど
記
き

⑴　飛鳥地方（奈良盆
ぼん
地
ち
南部）を中心

に，日本で最初の仏教文化が栄えた。
⑵　「日

に
本
ほん
書
しょ
紀
き
」によると，670年に

法隆寺が焼け，8世紀初頭に再建さ
れたとされる。それでも，現存する
世界最古の木造建築である。

考 え 方

	 ⑴　①　飛鳥　　②　奈良　　
	 ③　小

お
野
のの
妹
いも
子
こ
　　④　平城　　⑤　荘

しょう
園
えん

	 ⑥　天
てん
平
ぴょう
　　⑦　大

だい
仏
ぶつ
　　⑵　防

さき
人
もり

1

へいぜいきょう

2

3
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⑴　③　607年，小
お
野
のの
妹
いも
子
こ
を隋

ずい
に派

は

遣
けん
し，隋と対等の立場を主張する国

書を中
ちゅう
国
ごく
の皇
こう
帝
てい
に提出した。　

⑤　墾
こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざいの
法
ほう
によって墾田の

私有が認められ，貴
き
族
ぞく
や寺社が大規

模に経営するものを荘
しょう
園
えん
と呼ぶよう

になった。　⑥　奈良時代の文化は，
聖
しょう
武
む
天皇の天

てん
平
ぴょう
年間に最も栄えたの

で，天平文化という。

考 え 方

大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

への道のり� P.34 ,351

	 ⑴　隋
ずい
　　⑵　唐

とう
　　⑶　律

りつ
令
りょう

	 ⑷　長
ちょう
安
あん
　　⑸　新

しらぎ
羅

⑴　隋は大規模な土木事業や高
こう
句
く
麗
り

遠
えん
征
せい
などを行い，人々に重い負担を

かけたために，内乱が起こってわず
か40年たらずでほろんだ。
⑷　東西30 km，南北8.5 kmあり，
8世紀には人口が150万に達したと
いわれる。長安は，唐の時代に最も
栄えた。
⑸　唐と結んだ新羅は高句麗をほろ
ぼして朝

ちょう
鮮
せん
半島を統一したが，統一

後は唐の影
えい
響
きょう
を排
はい
除
じょ
した。

考 え 方

	 ⑴　摂
せっ
政
しょう
　　⑵　蘇

そ
我
がの
馬
うま
子
こ

	 ⑶　冠
かん
位
い
十
じゅう
二
に
階
かい
　　⑷　十

じゅう
七
しち
条
じょう
の憲
けん
法
ぽう

	 ⑸　遣
けん
隋
ずい
使
し

⑴　摂政とは天
てん
皇
のう
が幼いときや女性

のとき，天皇にかわり政治を行う。
⑵　蘇我氏は大

やま と
和政権の財政や外交

を担当していた豪
ごう
族
ぞく
。渡

と
来
らい
人
じん
を重く

用い，仏
ぶっ
教
きょう
など大陸文化の吸収に努

めた。日本古来の神を尊重しようと
する物

もの
部
のべ
氏
し
などの有力な豪族をたお

して政権内での地位を高めた。
⑶　氏

うじ
・姓

かばね
に関係なく色分けした冠

かんむり

をあたえ，朝
ちょう
廷
てい
での役人の序列を示

考 え 方

1
しん ら

2

した。聖
しょう
徳
とく
太
たい
子
し
は，才能や功績のあ

る人を用いようとした。

	 ⑴　高句麗　　⑵　律令
	 ⑶　均

きん
田
でん
制
せい
　　⑷　長安

⑴　高句麗は朝鮮半島北部の国。後
に唐と結んだ新羅にほろぼされた。

考 え 方

	 ⑴　蘇我氏　　⑵　公
こう
地
ち
（・）公

こう
民
みん

	 ⑶　天皇　　⑷　白
はく
村
すきの
江
え
の戦い

	 ⑸　壬
じん
申
しん
の乱

⑴　聖徳太子の死後，太子の一族を
ほろぼすなど，その専

せん
横
おう
は目にあまっ

たと「日
に
本
ほん
書
しょ
紀
き
」に記されている。

⑵　皇族・豪族が私有していた土地
と人民を，国家の支配下に置くこと
にした。
⑷　この敗戦によって，日本は朝鮮
半島への足がかりを失った。それだ
けでなく，新羅・唐の来

らい
襲
しゅう
に備えて

九州北部に水
みず
城
き
（幅

はば
60m，長さ1.0km

の堀
ほり
と高さ13mの堤

てい
防
ぼう
からなる）が，

西日本を中心に山
やま
城
じろ
が築かれた。

⑸　天
てん
智
じ
天皇の子の大

おお
友
ともの
皇子と，弟

の大
おお
海
あ
人
まの
皇子（天

てん
武
む
天皇）が皇位をめ

ぐって争った。

考 え 方

律
りつ

令
りょう

国家の成立� P.36 ,372

	 ⑴　平
へい
城
じょう
京
きょう
　　⑵　奈良市

	 ⑶　奈良時代　　⑷　市
いち
　　⑸　和

わ
同
どう
開
かい
珎
ちん

⑴・⑷　中央を南北に走る朱
す
雀
ざく
大
おお
路
じ

は幅
はば
70 〜 90ｍあり，その北

ほく
端
たん
は平

城宮
きゅう
，西側が右

う
京
きょう
，東側が左

さ
京
きょう
だっ

た。貴
き
族
ぞく
の邸宅や大寺院が建ち並び，

全国から集まる物品をあつかう市が
あった。
⑸　洪

こう
武
ぶ
通
つう
宝
ほう
，永

えい
楽
らく
通宝ともに室

むろ
町
まち

時代の明銭。

考 え 方

3

4
はくそんこう

1
へいぜい

ほう
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	 ⑴　口
く
分
ぶん
田
でん
　　⑵　租

そ
　　⑶　調

ちょう

	 ⑷　庸
よう
　　⑸　防

さき
人
もり

⑴　班
はん
田
でん
収
しゅう
授
じゅの
法
ほう
によって農民などに

支給された田のこと。終身使用が許
された。
⑵　租は収

しゅう
穫
かく
の約3％と後世の年

ねん
貢
ぐ

に比べると比率は低かったが，調・庸
は農民自身が都に運ばなければなら
ず，農民にとっては重い負担だった。

⑸　唐
とう
・新

しら ぎ
羅に備えるために，九州

北部に配置された。おもに東
とう
国
ごく
の農

民が送られた。

 5 日以内

大宰府
平安京

平城京

だ  ざい ふ

へいあんきょう

へいじょうきょう

た   が じょう

多賀城

10日以内
20日以内

30日以内
40日以内
41日以上

九州は, 大宰府までの日数

しん ら

考 え 方

	 ⑴　大
たい
宝
ほう
律
りつ
令
りょう
　　⑵　唐

とう

	 ⑶　神
じん
祇
ぎ
官
かん
　　⑷　太

だい
政
じょう
官
かん
　　⑸　国

こく
司
し

⑴　701年は大宝元年にあたる。律
はほぼ今日の刑

けい
法
ほう
。令は国の制度や

政治の決まりなどを定めたもので，
今日の六法全書に近い。
⑵　唐は618年から907年まで約
300年にわたって中

ちゅう
国
ごく
を支配した王

朝。都の長
ちょう
安
あん
は国際都市として栄え，

唐は東アジア世界の中心だった。
⑶　朝

ちょう
廷
てい
の祭
さい
祀
し
をつかさどる職。

⑷　行政の最高機関。

考 え 方

	 ⑴　イ　　⑵　墾
こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざいの
法
ほう

	 ⑶　公
こう
地
ち
（・）公

こう
民
みん
　　⑷　荘

しょう
園
えん

⑵・⑶　開
かい
墾
こん
した土地の永久私有を

認めた。これにより大
たい
化
か
の改

かい
新
しん
で示

された公地・公民の原則はくずれる
ことになった。

考 え 方

2

3

4

国際的な文化の開花� P.38 ,393

	 ⑴　聖
しょう
武
む
天
てん
皇
のう
　　⑵　天

てん
平
ぴょう
文化

	 ⑶　東
とう
大
だい
寺
じ
　　⑷　古

こ
事
じ
記
き
　　⑸　万

まん
葉
よう
集
しゅう

⑶　正
しょう
倉
そう
とは寺の倉庫のことで，東

大寺の正倉は正
しょう
倉
そう
院
いん
と呼ばれる。

⑷・⑸　「古事記」は712年，「日
に
本
ほん
書
しょ

紀
き
」は720年につくられた。「風

ふ
土
ど
記
き
」

は各国の物産や伝承などを記したも
の。「万葉集」は奈良時代末期に成立
した歌集。

考 え 方

	 ⑴　仏
ぶっ
教
きょう
　　⑵　東大寺

	 ⑶　国
こく
分
ぶん
寺
じ
　　⑷　大

だい
仏
ぶつ

⑵・⑷　全国の国分寺の中心，総国
分寺として平城京に建てられた。何
度か兵

へい
火
か
によって焼かれたが，奈良

時代以来の貴重な文化財である仏像
などを多数残している。
⑶　東京都国分寺市をはじめ，全国
各地に「国分」とつく地名が名ごりと
して残っている。

考 え 方

	 ⑴　遣
けん
唐
とう
使
し
　　⑵　鑑

がん
真
じん

	 ⑶　唐
とう
招
しょう
提
だい
寺
じ
　　⑷　阿

あ
倍
べの
仲
なか
麻
ま
呂
ろ

⑴　はじめは朝
ちょう
鮮
せん
半島沿岸に沿って

進む北路がとられたが，7世紀半ば
に新

しら ぎ
羅との関係が悪化すると，東シ

ナ海を横断する南路がとられるよう
になった。

しん ら

難波

奄美
あま み

なに わ

ちょうあん

長安

（北路）

（南路）
博
多

は
か 

た

新
羅

日本

渤海
ぼっかい

唐

▲ 遣唐使の航路

考 え 方

1

2

3
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	 ⑴　正
しょう
倉
そう
院
いん
　　⑵　聖

しょう
武
む
天
てん
皇
のう

	 ⑶　日
に
本
ほん
書
しょ
紀
き
　　⑷　風

ふ
土
ど
記
き

	 ⑸　柿
かきの
本
もとの
人
ひと
麻
ま
呂
ろ

⑸　柿本人麻呂は下級の役人で生
しょう
涯
がい

については不明である。「万
まん
葉
よう
集
しゅう
」に

雄
ゆう
大
だい
・荘
そう
厳
ごん
な歌を多数残している。

考 え 方

まとめのドリル� P.40 ,41

	 ⑴　Ａ　聖
しょう
徳
とく
太
たい
子
し
（厩

うまや
戸
どの
皇
おう
子
じ
）　　

	 Ｂ　中
なかの
大
おお
兄
えの
皇
おう
子
じ
　　⑵　イ　　

	 ⑶　大
たい
化
か
の改
かい
新
しん
　　⑷　壬

じん
申
しん
の乱
らん
　　

	 ⑸　①　大
たい
宝
ほう
律
りつ
令
りょう
　　②　太

だい
政
じょう
官
かん
　　

	 ③　国
こく
司
し

⑵　冠
かん
位
い
十
じゅう
二
に
階
かい
，十

じゅう
七
しち
条
じょう
の憲

けん
法
ぽう
，遣

けん

隋
ずい
使
し
，仏
ぶっ
教
きょう
の興
こう
隆
りゅう
を覚えておく。

⑶　この政治の基本方針は，646年
の「改新の 詔

みことのり
」で示された。すなわ

ち，①公
こう
地
ち
・公

こう
民
みん
，②中央集権へ向

けての地方行政組織の確立，国
こく
・郡

ぐん
 

・里
り
制，③戸

こ
籍
せき
の作成，班

はん
田
でん
収
しゅう
授
じゅの
法
ほう

の実
じっ
施
し
，④税制（租

そ
・調

ちょう
・庸
よう
）の規定。

考 え 方

	 ⑴　平
へい
城
じょう
京
きょう（へいぜいきょう）

　⑵　万葉集
	 ⑶　東

とう
大
だい
寺
じ
　　⑷　正倉院

⑴　律
りつ
令
りょう
が整えられて中央集権が進

むと，奈良の都は大いににぎわった。
⑵　天

てん
皇
のう
から庶

しょ
民
みん
まで，幅

はば
広い階層

にわたって作品が登場する。

考 え 方

	 ⑴　遣
けん
唐
とう
使
し
　　⑵　和

わ
同
どう
開
かい
珎
ちん（ほう）

	 ⑶　租・調・庸　　⑷　墾
こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざいの
法
ほう

⑷　人口増加などにより口
く
分
ぶん
田
でん
が不

足したため，朝
ちょう
廷
てい
は開
かい
墾
こん
を奨

しょう
励
れい
した。

考 え 方

4

1

2

3

4 古代国家のおとろえ

スタートドリル� P.44 ,45

	 ⑴　平
へい
安
あん
京
きょう
　　⑵　征

せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん

	 ⑶　菅
すが
原
わらの
道
みち
真
ざね
　　⑷　摂

せっ
関
かん
政治

	 ⑸　藤
ふじ
原
わらの
道
みち
長
なが

⑵　東北地方の蝦
えみ し
夷を征

せい
討
とう
するため

に設けられた臨時の職。794年に設
けられ，797年には坂

さかの
上
うえの
田
た
村
むら
麻
ま
呂
ろ
が

征夷大将軍になった。
⑷・⑸　藤原氏は娘

むすめ
を天

てん
皇
のう
のきさき

にし，生まれた子を次の天皇にした。
そして，天皇が幼いときは摂

せっ
政
しょう
，成

人になると関
かん
白
ぱく
として政治の実権をに

ぎった。

考 え 方

	 ⑴　最
さい
澄
ちょう
　　⑵　金

こん
剛
ごう
峯
ぶ
寺
じ

	 ⑶　国
こく
風
ふう
文化　　⑷　紫

むらさき
式
しき
部
ぶ

	 ⑸　浄
じょう
土
ど
信
しん
仰
こう

⑴・⑵　奈良仏
ぶっ
教
きょう
が地上の身分的差

別を仏
ほとけ
の世界にもちこんだのに対し，

最澄・空
くう
海
かい
は仏の救いは人間をその

出身や素質において区別しないこと
を主張した。
⑷　紫式部の長編小説の「源

げん
氏
じ
物
もの
語
がたり
」

は，天皇の子として生まれた光
ひかる
源
げん
氏
じ

を主人公としている。

考 え 方

	 ⑴　①　平安　　②　桓
かん
武
む

	 ③　菅原道真　　④　藤原道長
	 ⑤　空

くう
海
かい
　　⑥　国風

	 ⑦　浄土　　⑵　阿
あ
弥
み
陀
だ
堂
どう

⑴　④　藤原氏の四男に生まれるが，
兄たちが次々と死んだため摂関家の
主流となり，1016年に摂政となっ
た。
⑵　藤原頼

より
通
みち
は宇

う
治
じ
の別

べっ
荘
そう
を平

びょう
等
どう
院
いん

考 え 方

1

2

3
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とし，中堂から左右にのびる翼
よく
廊
ろう
が

翼
つばさ
を広げた鳳

ほう
凰
おう
に似ているところか

ら鳳凰堂と呼ばれるようになった。

平
へい

安
あん

京
きょう

と摂
せっ

関
かん

政治� P.46 ,471

	 ⑴　平安京　　⑵　桓
かん
武
む
天
てん
皇
のう

	 ⑶　平
へい
安
あん
時
じ
代
だい
　　⑷　兵

へい
役
えき
の一部

	 ⑸　征
せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん

⑴　1869（明
めい
治
じ
2）年まで日本の都

として栄えた。
⑸　坂

さかの
上
うえの
田
た
村
むら
麻
ま
呂
ろ
の蝦

えみ し
夷に対する遠

えん

征
せい
で，朝

ちょう
廷
てい
の勢力は東北地方北部ま

で広がった。

考 え 方

	 ⑴　最
さい
澄
ちょう
　　⑵　天

てん
台
だい
宗
しゅう

	 ⑶　空
くう
海
かい
　　⑷　真

しん
言
ごん
宗
しゅう
　

⑴・⑶　最澄は伝
でん
教
ぎょう
大
だい
師
し
，空海は弘

こう

法
ぼう
大師。ともに桓武天皇の保護を受

け，804年に唐
とう
にわたった。

考 え 方

	 ⑴　天皇　　⑵　①　摂
せっ
政
しょう

	 ②　関
かん
白
ぱく
　　⑶　摂関政治

	 ⑷　父：（藤
ふじ
原
わらの
）道
みち
長
なが
　子：（藤原）頼

より
通
みち

⑴　女性は実家で子どもを産み育て
る習慣があったので，実家である藤
原氏と天皇の関係は強いものになっ
た。
⑵　①　聖

しょう
徳
とく
太
たい
子
し
が摂政となったよ

うに，もともとは皇族が任じられる
役職。皇族以外の摂政は藤原良

よし
房
ふさ
が

最初になる。　②　天皇より先に書
類に目を通すことからついた役職。
藤原基

もと
経
つね
が任じられたのに始まる。

考 え 方

	 ⑴　荘
しょう
園
えん
　　⑵　墾

こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざいの
法
ほう

	 ⑶　貴族，寺社

1

2

3

4

⑴　初期の荘園は開発領主が所有し
た。後期の寄

き
進
しん
によって所有された

荘園と区別することがある。
⑶　貴族とは五位以上の地位にある
者。

考 え 方

文化の国
こく

風
ふう

化� P.48 ,492

	 ⑴　①　唐
とう
　　②　宋

そう

	 ⑵　①　新
しらぎ
羅　　②　高

こう
麗
らい

	 ⑶　菅
すが
原
わらの
道
みち
真
ざね
　

⑴　907年に唐がほろんだ後，中
ちゅう
国
ごく

は各地に割
かっ
拠
きょ
した武

ぶ
将
しょう
による支配の

時代（五
ご
代
だい
十
じっ
国
こく
）を経て，960年に宋

によって統一された。

考 え 方

	 ⑴　阿
あ
弥
み
陀
だ
　　⑵　極

ごく
楽
らく

	 ⑶　浄
じょう
土
ど
信
しん
仰
こう
　　⑷　藤原頼通

	 ⑸　平
びょう
等
どう
院
いん
鳳
ほう
凰
おう
堂
どう

⑵・⑶　このころ，政治の乱れによ
る地方の治安の悪化，水害などの自
然災害，天

てん
然
ねん
痘
とう
の流行などにより，

社会不安が広がった。人々は現世よ
り来世での幸せを求め，浄土信仰が
さかんになった。
⑸　この建物は，浄土を具現化した
ものといわれている。浄土へのあこ
がれの強さがうかがえる。

考 え 方

	 ⑴　唐（中国）　　⑵　大
やまと
和絵

え

	 ⑶　源
げん
氏
じ
物
もの
語
がたり
絵
え
巻
まき
　　⑷　仮

か
名
な
文字

	 ⑸　①　紫
むらさき
式
しき
部
ぶ
　　②　清

せい
少
しょう
納
な
言
ごん

	 ⑹　古
こ
今
きん
和
わ
歌
か
集
しゅう
　　⑺　寝

しん
殿
でん
造
づくり

	 ⑻　平等院鳳凰堂

⑵・⑶　唐
とう
風
ふう
絵画に対する日本風絵

画を総
そう
称
しょう
して大和絵という。画題は

文芸的なものが多く，物語のさし絵
や絵巻物として独自の発展をとげた。
⑸　②　清少納言は，一

いち
条
じょう
天
てん
皇
のう
のき

考 え 方

1
しん ら

2

3
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さきの定
てい
子
し
に仕え，そのころの生活

や行事，事件などを随
ずい
筆
ひつ
「枕

まくらの
草
そう
子
し
」

に書いた。
⑹　ひらがなの成立は，漢詩，漢文
学の全盛でおとろえていた和歌を復
活させた。紀

きの
貫
つら
之
ゆき
らの編集ででき上

がった「古
こ
今
きん
和
わ
歌
か
集
しゅう
」はのちの和歌の

手本とされ，小
お
野
のの
小
こ
町
まち
，在

あり
原
わらの
業
なり
平
ひら
ら

が活
かつ
躍
やく
した。

まとめのドリル� P.50 ,51

	 ⑴　①　坂
さかの
上
うえの
田
た
村
むら
麻
ま
呂
ろ

	 ②　天
てん
台
だい
宗
しゅう
　　③　空

くう
海
かい
　　⑵　ウ

	 ⑶　蝦
えみし
夷　　⑷　胆

い
沢
さわ
城　　

	 ⑸　最
さい
澄
ちょう

延
えん
暦
りゃく
寺
じ
　　③の人物　金

こん
剛
ごう
峯
ぶ
寺
じ

	 ⑹　菅
すが
原
わらの
道
みち
真
ざね
　　⑺　源

げん
氏
じ
物
もの
語
がたり

紫
むらさき
式
しき
部
ぶ

	 枕草子　清
せい
少
しょう
納
な
言
ごん
　　⑻　桓

かん
武
む
天
てん
皇
のう

⑸　延暦寺には全国から多くの僧
そう
が

修行に訪
おとず
れ，その中から，鎌

かま
倉
くら
時
じ
代
だい

に新仏
ぶっ
教
きょう
の開祖となった人々がいた。

⑻　奈良時代の仏教は律
りつ
令
りょう
国家と強

く結びついており，政治に口を出す
僧
そう
もあらわれた。桓武天皇は奈良の

寺社の平
へい
安
あん
京
きょう
への移転を禁止して政

教分
ぶん
離
り
を図

はか
るとともに，最澄や空海

を援
えん
助
じょ
して，中

ちゅう
国
ごく
から新しい仏教を

導入した。

考 え 方

	 	⑴　（例）娘
むすめ
を天皇のきさきにして，その

子を天皇とした。　⑵　摂
せっ
関
かん
政治

	 ⑶　平
びょう
等
どう
院
いん
鳳
ほう
凰
おう
堂
どう
　　

	 ⑷　浄
じょう
土
ど
信
しん
仰
こう
（浄土の教え）

⑵　藤
ふじ
原
わら
氏
し
が摂

せっ
政
しょう
と関

かん
白
ぱく
の地位を独

どく

占
せん
するようになったのは10世紀半

ば以降である。それ以前には摂政・
関白が任命されない時期もあった。
よって，摂関政治の確立は10世紀
半ばと覚えておくとよい。

考 え 方

1

2

	 ⑴　大
やま と
和絵

え
　　⑵　①　古

こ
今
きん
和
わ
歌
か
集
しゅう

	 ②　寝
しん
殿
でん
造
づくり
　　③　仮

か
名
な
文字

	 ④　年中行事

定期テスト対策問題� P.52 , 53

	 ⑴　①　摂
せっ
関
かん
　　②　平

へい
安
あん
京
きょう

	 ③　蘇
そ
我
が
　　④　東

とう
大
だい
寺
じ
　　⑤　遣

けん
隋
ずい
使
し

	 ⑵　Ａ　藤
ふじ
原
わらの
道
みち
長
なが
　　Ｂ　桓武天皇

	 Ｃ　中
なかの
大
おお
兄
えの
皇
おお
子
じ
　　Ｄ　清少納言

	 Ｅ　聖
しょう
武
む
天皇　　Ｆ　聖

しょう
徳
とく
太
たい
子
し

	 ⑶　大
たい
宝
ほう
律
りつ
令
りょう
　　⑷　大

たい
化
か
の改
かい
新
しん

	 ⑸　仮
か
名
な
文字　　⑹　十

じゅう
七
しち
条
じょう
の憲
けん
法
ぽう

	 ⑺　Ｆ→Ｃ→Ｅ→Ｂ→Ｄ

⑴　①　藤原氏は摂政・関白の地位
を独

どく
占
せん
し，政治の実権をにぎった。

②　現在の京都市につくられた都。
桓武天皇は律令政治を立て直すため
に都を移した。　④　仏

ぶっ
教
きょう
によって

国を守ろうとした聖武天皇が平城京
に建てた寺。正

しょう
倉
そう
院
いん
や，鎌倉時代に

建てられた南
なん
大
だい
門
もん
など，文化財の宝

庫として有名である。　⑤　607年，
遣
けん
隋
ずい
使
し
として中国にわたり，隋の皇

こう

帝
てい
に国書をわたした。
⑺　Ｄは，Ａの時期とほぼ同じころ
のできごと。

考 え 方

	 	⑴　飛
あす か
鳥文化　　⑵　正倉院

	 ⑶　シルクロード（絹の道）
	 ⑷　源氏物語　　⑸　国風文化
	 ⑹　菅原道真

⑴　聖徳太子が摂政として政治を行
っていたころ，都は奈良盆

ぼん
地
ち
南部の

飛鳥地方に置かれていた。
⑶　8世紀ごろまで東西の交流に大
きな役割を果たした交通路。正倉院
には，遠くペルシャやインドなどか
ら，この交通路を通ってもたらされ
た宝

ほう
物
もつ
も多く納められている。

考 え 方

3

1

2
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⑸　国
こく
風
ふう
文
ぶん
化
か
は，はなやかな生活を

するようになった貴
き
族
ぞく
の文化である。

その背景には，藤
ふじ
原
わら
氏をはじめ多く

の貴族が広大な荘
しょう
園
えん
を所有し，財政

的に豊かになったことがあげられる。
⑹　藤原氏は道

みち
真
ざね
を九州の大宰府へ

追放した。死後，たたりをおそれた
人々は道真を神としてまつった。

5 武士の台頭と鎌
かま

倉
くら

幕府

スタートドリル� P.56 , 57

	 ⑴　武士　　⑵　院
いん
政
せい

	 ⑶　平
たいらの
清
きよ
盛
もり
　　⑷　鎌倉

	 ⑸　後
ご
鳥
と
羽
ば
上
じょう
皇
こう

⑵　白
しら
河
かわ
天
てん
皇
のう
は，8歳

さい
の堀

ほり
河
かわ
天皇に

位をゆずり，院
いんの
庁
ちょう
を開いて天皇の後

見人となり，政治を行った。
⑷　鎌倉は， 源

みなもとの
義
よし
朝
とも
が南関

かん
東
とう
で権

けん

威
い
をふるったときの根

こん
拠
きょ
地
ち
であり，

源
げん
氏
じ
の守

しゅ
護
ご
神
しん
を祭る場所であった。

また，東・北・西の三方は山に囲ま
れ，南は海であった。

考 え 方

	 	⑴　御
ご
家
け
人
にん
　　⑵　二

に
毛
もう
作
さく

	 ⑶　定期市　　⑷　法
ほう
然
ねん

	 ⑸　平
へい
家
け
物語

⑴　一
いっ
般
ぱん
に，家来のことを家

け
人
にん
と呼

んだが，将
しょう
軍
ぐん
との間に主

しゅ
従
じゅう
関係を結

んだので御家人といわれた。
⑶　寺社の門前や交通の要地など，
特に人のよく集まる場所では，物資
の交

こう
換
かん
もさかんに行われ，このよう

な場所では毎月決まった日に市が開
かれるようになった。
⑷　立派な行いのできない一般の
人々を救うことこそ阿

あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶつ
の願い

考 え 方

1

2

であるとして，「南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶつ
」を唱え

れば，極
ごく
楽
らく
往
おう
生
じょう
ができると主張した。

	 ⑴　①　平
へい
安
あん
　　②　鎌倉

	 ③　院政　　④　平清盛　　⑤　 源
みなもとの
頼
より
朝
とも

	 ⑥　執
しっ
権
けん
　　⑦　承

じょう
久
きゅう
　　

	 ⑧　御
ご
成
せい
敗
ばい
式
しき
目
もく
（貞

じょう
永
えい
式目）　　⑵　武士

⑴　②　鎌倉幕府の成立時期は，「頼
朝が征夷大将軍に任命された1192
年と考える。」など諸説ある。　
④　平清盛は若いときから出世し，
やがて人

じん
臣
しん
最高の太

だい
政
じょう
大臣となった。

また，高
たか
倉
くら
天皇のきさきに娘

むすめ
の徳

とく
子
こ

を入れ，生まれた子を3歳
さい
で即

そく
位
い
さ

せた。安
あん
徳
とく
天皇である。　⑤　教科

書にのっている似
にせ
絵
え
の「源頼朝像」は，

源頼朝ではないとする説もある。　
⑦　源

げん
氏
じ
の血統が絶えると，後

ご
鳥
と
羽
ば

上
じょう
皇
こう
は院政の回復を図

はか
ろうとして兵

をあげたが，幕府の大軍に敗れてし
まった。

考 え 方

武士の成長� P.58 , 591

	 ⑴　棟
とう
梁
りょう
　　⑵　平

たいらの
将
まさ
門
かど

	 ⑶　源
げん
氏
じ
　　⑷　院

いん
政
せい
　　⑸　僧

そう
兵
へい

⑴　集団の統率者のこと。平
へい
安
あん
時代

末期から鎌倉時代にかけて，武士団
の統率者をこう呼んだ。
⑸　権勢をほこった白

しら
河
かわ
上
じょう
皇
こう
にも，

思い通りにならないものが三つあっ
た。それは，賀

か
茂
も
川
がわ
の水（洪

こう
水
ずい
）と双

すご

六
ろく
の賽

さい
（さいころの目）と山

やま
法
ほう
師
し
（延

えん

暦
りゃく
寺
じ
の僧兵）であるといわれた。

考 え 方

	 	⑴　保
ほう
元
げん
の乱
らん
　　⑵　平

へい
治
じ
の乱

	 ⑶　平清盛　　⑷　日
にっ
宋
そう
貿易

3

1

2
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⑴　戦いは天
てん
皇
のう
方の勝利に終わった。

⑵　保
ほう
元
げん
の乱

らん
は皇

こう
室
しつ
・朝

ちょう
廷
てい
の対立に

武士がかり出された争いであった。
しかし，平

へい
治
じ
の乱は源

げん
氏
じ
と平

へい
氏
し
の争

いで，武士が主導権をにぎった。

天皇方 上皇方

天皇家

藤原氏

源　氏

平　氏 （忠盛）

（忠実）

（鳥羽）

後白河天皇 崇徳上皇

頼長
為義

為朝
忠正

忠通

義朝

清盛

弟

弟

弟

兄

兄

兄

甥

叔父

父

▲ 保元の乱の対立関係

考 え 方

	 ⑴　平
たいらの
将
まさ
門
かど
の乱　　⑵　藤

ふじ
原
わらの
純
すみ
友
とも
の乱

	 ⑶　奥
おう
州
しゅう
藤原氏

⑴　関東地方はもともと平氏の一族
が多く土着した地域であった。北

ほう
条
じょう

氏，千
ち
葉
ば
氏をはじめ，鎌

かま
倉
くら
幕府を開

いた 源
みなもとの
頼
より
朝
とも
に従った武士たちの多

くは，平氏の一族であった。
⑵　伊

い
予
よ
（愛媛県）の役人であった藤

原純友は，任期終了後も現地に残り，
瀬
せ
戸
と
内
ない
海
かい
を拠点に反乱を起こした。

⑶　東北地方で安
あ
倍
べの
頼
より
時
とき
が反乱を起

こした前
ぜん
九
く
年
ねん
合
かっ
戦
せん
（1051 〜 62年）

では，源頼
より
義
よし
・義

よし
家
いえ
父子は清

きよ
原
はら
氏
し
を

助けて安
あ
倍
べ
氏をほろぼした。その後，

清原氏一族の内乱である後
ご
三
さん
年
ねん
合戦

（1083 〜 87年）では，源義家は藤
原清

きよ
衡
ひら
を助けて内乱を平定した。こ

の藤原清衡が奥州藤原氏のもととな
った。

考 え 方

	 	⑴　①　白
しら
河
かわ
　　②　院

いん
政
せい

	 ③　荘
しょう
園
えん
　　⑵　平治の乱

	 ⑶　日
にっ
宋
そう
貿易

3

4

⑶　清
きよ
盛
もり
は，平家の経済的基

き
盤
ばん
を固

めるために積極的な外交貿易政策を
とった。私費で大

おお
輪
わ
田
だの
泊
とまり
を修理し，

兵庫の福
ふく
原
はら
に別

べっ
荘
そう
をかまえ，外国貿

易に取り組んだ。

考 え 方

武家政権の成立� P.60 ,612

	 ⑴　御
ご
家
け
人
にん
　　⑵　御

ご
恩
おん

	 ⑶　奉
ほう
公
こう
　　⑷　封

ほう
建
けん
制度

⑵　頼朝は御家人に対して，本
ほん
拠
きょ
地
ち

の支配の保障（本
ほん
領
りょう
安
あん
堵
ど
），新たな所

領の恩
おん
賞
しょう
給
きゅう
付
ふ
（新
しん
恩
おん
給
きゅう
与
よ
）を行った。

⑶　御恩に対して御家人は，戦
せん
闘
とう
へ

の参加，朝
ちょう
廷
てい
の警護などを行った。

⑷　封建制度の「封」とは，あたえら
れた領地という意味。

考 え 方

	 	⑴　①　守
しゅ
護
ご
　　②　地

じ
頭
とう

	 ⑵　①　征
せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん
　　②　鎌倉

	 ⑶　①　侍
さむらい
所
どころ
　　②　問

もん
注
ちゅう
所
じょ

⑴　守護は後代の大名とはちがって
土地に対する権利は持たず，軍事・警
察権を掌

しょう
握
あく
する目的で各国におかれた。

考 え 方

	 ⑴　北
ほう
条
じょう
氏　　⑵　執

しっ
権
けん

	 ⑶　承
じょう
久
きゅう
の乱　　⑷　後

ご
鳥
と
羽
ば
上
じょう
皇
こう

	 ⑸　北条政
まさ
子
こ
　　⑹　六

ろく
波
は
羅
ら
探
たん
題
だい

	 ⑺　ア　　⑻　御
ご
成
せい
敗
ばい
式
しき
目
もく
（貞

じょう
永
えい
式
しき
目
もく
）

⑵　侍所と政
まん
所
どころ
の別

べっ
当
とう
（長官）をかね

た役職。北条氏が世
せ
襲
しゅう
した。

⑷　鎌倉幕府の成立により，全国は
朝廷と幕府による二重支配の構造に
なっていた。後鳥羽上皇は，源氏の
滅
めつ
亡
ぼう
を好機として幕府をたおそうと

したが，朝廷軍は1か月ももたずに
幕府の大軍に敗れた。

考 え 方

1

2

3
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⑹　承
じょう
久
きゅう
の乱後，京都に六

ろく
波
は
羅
ら
探
たん
題
だい

を置いて執
しっ
権
けん
に次ぐ要職とし，朝廷

の監
かん
視
し
と尾

お
張
わり
以西の西

さい
国
ごく
御家人の統

制にあたらせた。

鎌倉

数字は月. 日

国府

墨俣
すのまた

垂
井
た
る
い

宇治京都
6.15

5.30

6.6

6.14

5.22
う じ

鎌
かま

倉
くら

時代の宗教と文化� P.62 ,633

	 ⑴　郎
ろう
党
とう
　　⑵　地

じ
頭
とう
　　⑶　法

ほう
然
ねん

	 ⑷　一
いっ
遍
ぺん
　　⑸　曹

そう
洞
とう
宗
しゅう

⑴　武士団の中の下級の武士。主人
は惣

そう
領
りょう
という。惣領とは，全体をま

とめて管理することを意味し，転じ
て一族の長

おさ
をこう呼ぶようになった。

鎌倉時代には御
ご
家
け
人
にん
を統制するため

に制度化され，惣領は一族の責任者
として，領地の配分・戦

せん
闘
とう
の指揮・

幕府の公務などを行った。
⑵　幕府が荘

しょう
園
えん
に置いた役職は何か

を考える。

考 え 方

	 	⑴　新
しん
古
こ
今
きん
和
わ
歌
か
集
しゅう
　　⑵　平

へい
家
け
物語

	 ⑶　金
こん
剛
ごう
力
りき
士
し
像
ぞう
　　⑷　絵

え
巻
まき
物
もの

⑴　和歌は，なお公
く
家
げ
社会の伝統的

な文化の一つであった。後
ご
鳥
と
羽
ば
上
じょう
皇
こう

が藤
ふじ
原
わらの
定
さだ
家
いえ
らに編さんを命じ，

1205年に完成した。
⑵　平

へい
氏
し
の栄

えい
華
が
と没

ぼつ
落
らく
を無

む
常
じょう
観
かん
をも

って表現した軍記物。琵
び
琶
わ
法師によ

って語りつがれ，広まった。
⑶　鎌倉時代の代表的建築物である，
東
とう
大
だい
寺
じ
南
なん
大
だい
門
もん
に納められている。

てい   か

考 え 方

1

2

⑷　平
へい
安
あん
時代には「源

げん
氏
じ
物
もの
語
がたり
絵
え
巻
まき
」の

ように貴族のはなやかな生活がえが
かれたが，鎌倉時代の絵巻物は，軍
記物や新仏

ぶっ
教
きょう
の始

し
祖
そ
の伝記などが題

材（「一
いっ
遍
ぺん
上
しょう
人
にん
絵
え
伝
でん
」など）になること

が多かった。

	 ⑴　イ　　⑵　①　二
に
毛
もう
作
さく

	 ②　定期市（市）

⑴　承
じょう
久
きゅう
の乱以後，幕府の勢力が強

まると，荘園における地頭の勢力も
強くなった。地頭は年

ねん
貢
ぐ
を横取りし

たり，農民に対し強制的に労
ろう
役
えき
を課

したりするようになった。荘園領主
は，荘園の管理権や土地の半分を地
頭にあたえる（下

した
地
じ
中
ちゅう
分
ぶん
）などして，

地頭の荘園侵
しん
略
りゃく
をくい止めようと

したが，かえって地
じ
頭
とう
の進出を許す

結果となった。
⑵　①　1年に2回，同じ耕地でち
がう作物を栽

さい
培
ばい
すること。　②　当

時は月3回開かれる三
さん
斎
さい
市
いち
が多かっ

た。四
よっ
日
か
市
いち
，五
いつ
日
か
市
いち
，六
むい
日
か
市
いち
などの

地名が残っているところもある。

考 え 方

	 ⑴　運
うん
慶
けい
　　⑵　似

にせ
絵
え

	 ⑶　①　浄
じょう
土
ど
真
しん
宗
しゅう
　　②　臨

りん
済
ざい
宗
しゅう

⑵　平安時代末期に起こり，鎌倉時
代にさかんにえがかれるようになっ
た。武士のほか天皇や高

こう
僧
そう
などもえ

がかれた。
⑶　①　親

しん
鸞
らん
は，苦しい修行などし

なくても心の中で阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶつ
にすがれ

ば極
ごく
楽
らく
に往

おう
生
じょう
できると説いて，庶

しょ
民
みん

の中に多くの信者を得た。　②
えい

　栄
よう

西
さい
は

さい
延
えん
暦
りゃく
寺
じ
で修行をしたが，中国に

わたり，臨済宗の強い影
えい
響
きょう
を受けて

帰国した。

考 え 方

3

4
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まとめのドリル� P.64 ,65

	 ⑴　①　保
ほう
元
げん
　　②　平

たいらの
清
きよ
盛
もり

	 ③　 源
みなもとの
頼
より
朝
とも
　　④　御

ご
成
せい
敗
ばい
（貞

じょう
永
えい
）

	 ⑵　源
げん
氏
じ
　　⑶　白

しら
河
かわ
上
じょう
皇
こう

	 ⑷　源義
よし
朝
とも
　　⑸　オ　　⑹　鎌

かま
倉
くら
時代

	 ⑺　イ

⑵　源頼
より
義
よし
・義

よし
家
いえ
父子は東

とう
国
ごく
の武士

団を率いて，東北地方で起こった前
九年合

かっ
戦
せん
・後三年合戦で活

かつ
躍
やく
した。

そのため，源氏と東国の武士団の間
には主

しゅ
従
じゅう
関係が生まれた。

⑶　天皇の位をゆずった後も，院で
政治を行った。そのために，摂

せっ
関
かん
家

の力がおとろえることになった。
⑷　源頼朝の父。頼朝はこのとき子
どもだったので，一命を助けられて
伊
い
豆
ず
に流された。

⑸　山口県下
しもの
関
せき
市で行われた壇

だん
ノ
の
浦
うら

の戦いである。

考 え 方

	 	①　浄
じょう
土
ど
真
しん
宗
しゅう
　　②　一

いっ
遍
ぺん

	 ③　日
にち
蓮
れん
宗
しゅう
（法
ほっ
華
け
宗
しゅう
）　　④　曹

そう
洞
とう
宗
しゅう

②　踊
おどり
念
ねん
仏
ぶつ
とは，念仏に合わせて楽

器などをならしつつ，多くは輪にな
って踊

おど
るもの。

③　他の宗
しゅう
派
は
を激しく攻

こう
撃
げき
したため，

諸宗派や幕府から圧
あっ
迫
ぱく
されたが，し

だいに地方武士や庶
しょ
民
みん
の間に広まっ

ていった。
④　禅

ぜん
宗
しゅう
の二つの宗派は，ともに宋

そう

から伝えられた。

考 え 方

	 ⑴　運
うん
慶
けい
（快
かい
慶
けい
）

	 ⑵　東
とう
大
だい
寺
じ
南
なん
大
だい
門
もん
　　⑶　平

へい
家
け
物語

	 ⑷　徒
つれ
然
づれ
草
ぐさ
　　⑸　似

にせ
絵
え

⑵　大
だい
仏
ぶつ
様
よう
という南

なん
宋
そう
の寺院建築の

様式でつくられた建物。色
しき
彩
さい
的には

簡素であるが，豪
ごう
放
ほう
で力強い建築物

考 え 方

1

2

3

である。
⑷　兼

けん
好
こう
法
ほう
師
し
は鎌倉時代後期の歌人

で随
ずい
筆
ひつ
家
か
。「徒然草」は随筆で，動乱

期の人間や社会の様子を深く洞
どう
察
さつ
し

ている。

6 東アジア世界とのかかわり

スタートドリル� P.68 ,69

	 ⑴　建
けん
武
む
の新
しん
政
せい
　　⑵　足

あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ

	 ⑶　日
にち
明
みん
貿易　　⑷　琉

りゅう
球
きゅう
王国

	 ⑸　応
おう
仁
にん
の乱　　⑹　戦

せん
国
ごく
大
だい
名
みょう

⑶　倭
わ
寇
こう
に手を焼いた明

みん
は，日本に

その取りしまりを求めるとともに，
勘
かん
合
ごう
を発行して貿易船の来航を認め

た。日明貿易のことを勘合貿易とも
いう。
⑹　幕府の権

けん
威
い
がおとろえると，領

国の支配権を手中におさめた戦国
大名は，荘

しょう
園
えん
領主のいっさいの権限

を否定し，あらたに家臣団を編成し
た。

考 え 方

	 	⑴　絹織物　　⑵　座
ざ

	 ⑶　書
しょ
院
いん
造
づくり
　　⑷　世

ぜ
阿
あ
弥
み

⑴　京都の絹織物は平
へい
安
あん
時代初期

からつくられていたが，応仁の乱後
に西軍の陣

じん
地
ち
跡
あと
でつくられるよう

になってからさかんとなり，名前も
西
にし
陣
じん
織
おり
と呼ばれた。福岡の博

はか
多
た
織
おり
は

鎌倉時代からつくられるようになっ
た。

考 え 方

	 ⑴　①　鎌倉　　②　室
むろ
町
まち

	 ③　モンゴル（民族）　　④　元
げん
寇
こう

	 ⑤　足利義
よし
満
みつ
　　⑥　北

きた
山
やま
　　⑦　東

ひがし
山
やま

	 ⑵　武家

1

2

3
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⑴　④　1274年の文
ぶん
永
えい
の役

えき
，1281

年の弘
こう
安
あん
の役と，二度にわたる元軍

の九
きゅう
州
しゅう
北部への襲

しゅう
来
らい
を元
げん
寇
こう
という。

⑵　室町文化の特色は，公
く
家
げ
と武家

の文化がとけ合った簡素で深みのあ
る文化である。

考 え 方

モンゴルの襲来と日本� P.70 ,7 11

	 ⑴　チンギス・ハン
	 ⑵　モンゴル帝

てい
国
こく

	 ⑶　フビライ・ハン　　⑷　元　　

⑴　モンゴルの部族長の子として生
まれるが，父がタタール人に殺され
て以来，苦難の生活を続けた。40
歳
さい
余で王におされ，チンギス・ハン

と名のると，これまでの遊牧民の民
族的・血

けつ
縁
えん
的な組織を解体し，軍事

的，行政的な集団に編成がえし，モ
ンゴルを統一した。
⑵　モンゴル民族は，中

ちゅう
国
ごく
北方に住

んでいた遊牧民族で，騎
き
乗
じょう
術に優

すぐ
れ

ていた。13世紀はじめにチンギス・
ハンによって民族が統一されると，
破
は
竹
ちく
の勢いで各地を征

せい
服
ふく
し，アジア

からヨーロッパにまたがる空前の大
帝国を築いた。

⑶・⑷　チンギス・ハンの孫で5代
皇
こう
帝
てい
のフビライ・ハンは，中国南部

に勢力を広げ，都をカラコルムから
大
だい
都
と
（今のペキン）に移し，1271年，

国号を「元」と定めた。

モンゴル帝国
元

▲ モンゴル帝国

考 え 方

1

	 	⑴　高
こう
麗
らい
　　⑵　北

ほう
条
じょう
時
とき
宗
むね

	 ⑶　文
ぶん
永
えい
の役
えき
　　⑷　弘

こう
安
あん
の役

	 ⑸　徳
とく
政
せい
令
れい

⑵　文永の役の後，元の再度の襲来
に備えて博

はか
多
た
湾
わん
に防

ぼう
壁
へき
（防

ぼう
塁
るい
）を築く

など，九州北部の防備を固めさせた。
⑸　御

ご
家
け
人
にん
は，分

ぶん
割
かつ
相続で領地が

縮小し，生活が苦しくなっていた
ところに元寇の出費が追い打ちを
かけ，領地を質

しち
入
い
れしたり，売っ

たりする御
ご
家
け
人
にん
が増えた。元冠の恩

おん

賞
しょう
が不十分なものだったので，幕府
に対する不満が高まった。

考 え 方

	 ⑴　㋐　チンギス・ハン
	 ㋑　フビライ・ハン　　㋒　徳

とく
政
せい
令
れい

	 ⑵　鎌倉時代　　⑶　北条氏
	 ⑷　①　高

こう
麗
らい
　　②　集団　　

	 ⑸　元寇　　⑹　ウ

⑶　このときの執
しっ
権
けん
は，8代にあた

る北条時
とき
宗
むね
であった。

⑷　②　日本の武士は一
いっ
騎
き
打
う
ちで戦

うことが普
ふ
通
つう
だったため，元軍の組

織的な集団戦法の前に苦戦した。　
⑸　弘安の役では，防壁などで上陸
を阻

そ
止
し
された元軍が船に引き上げた

ところに暴風雨があって壊滅したと
伝えられている。のちにこの暴風雨
は「神

かみ
風
かぜ
」といわれるようになった。

考 え 方

南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

の争乱と室
むろ

町
まち

幕府� P.72 ,732

	 ⑴　足
あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ
　　⑵　建

けん
武
む
の新
しん
政
せい

	 ⑶　吉
よし
野
の
　　⑷　60年間

	 ⑸　足利義
よし
満
みつ

⑴　楠
くすの
木
き
正
まさ
成
しげ
は河

かわ ち
内（大阪府）の豪

ごう
族
ぞく
。

幕府からは「悪
あく
党
とう
」と呼ばれた非御家

人の武士だった。
⑵　公家と武家をうまく取り合わせ

考 え 方

2

3

1
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た政治をめざしたが，実際には公
く
家
げ

中心の政治であった。
⑸　足

あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ
の孫で3代将

しょう
軍
ぐん
。義

よし
満
みつ

のときが室
むろ
町
まち
幕府の全盛期。

	 	⑴　管
かん
領
れい
　　⑵　鎌

かま
倉
くら
府
ふ

	 ⑶　侍
さむらい
所
どころ

⑴　将軍につぐ重職として管領が置
かれたが，執

しっ
権
けん
に比べると権限が弱

く，斯
し
波
ば
・畠

はたけ
山
やま
・細

ほそ
川
かわ
の足利一族三

氏が任じられた（三
さん
管
かん
領
れい
）。

⑶　侍所長官は管領につぐ実権を持
ち，赤

あか
松
まつ
・山

やま
名
な
・一

いっ
色
しき
・京

きょう
極
ごく
の四家

があたった（四
し
職
しき
）。

考 え 方

	 ⑴　①　足利尊氏　　②　足利義満
	 ⑵　①　管領　　②　政

まん
所
どころ

	 ③　侍所

⑴　②　義満は，京都室町の地に賀
か

茂
も
川
がわ
の水を引いて池をつくり，公家

や守
しゅ
護
ご
大
だい
名
みょう
に名木を植えさせ，四季

おりおりの花を楽しめる大
だい
邸
てい
宅
たく
をつ

くった。そのため，ここは「花の御
ご

所
しょ
」と呼ばれ，室町幕府の名も生ま

れた。
⑵　①　管領は有力な守護がなる。
守護は，地

じ
頭
とう
や国内の武士を家臣と

し，領国を経営した。そのため，軍
事警察権を持つ単なる地方官から，
領国支配権をにぎる封

ほう
建
けん
領主に変

へん
質
しつ

していった。

考 え 方

	 ⑴　後
ご
醍
だい
醐
ご
天
てん
皇
のう
　　⑵　楠

くすの
木
き
正
まさ
成
しげ

	 ⑶　吉
よし
野
の
　　⑷　守護大名

⑴　当時，朝
ちょう
廷
てい
は皇

こう
位
い
継
けい
承
しょう
と皇室領

相続をめぐって大
だい
覚
かく
寺
じ
統
とう
と持

じ
明
みょう
院
いん
統
とう

に分
ぶん
裂
れつ
，対立しており，これに幕府

が干
かん
渉
しょう
していた。大覚寺統の後醍醐

天皇は幕府の干渉を排
はい
除
じょ
し，天皇親

考 え 方

2

3

4

政による古代律
りつ
令
りょう
制
せい
国家を再現しよ

うとしていた。

東アジアの動きと戦
せん

国
ごく

時代�P.74 ,753

	 ⑴　倭
わ
寇
こう
　　⑵　勘

かん
合
ごう

	 ⑶　ハングル　　⑷　琉
りゅう
球
きゅう
王国

⑴　九州北部や瀬
せ
戸
と
内
ない
海
かい
の水軍と呼

ばれる人々は，漁業や交易を行うか
たわら，武

ぶ
装
そう
して沿岸地方を襲

おそ
うこ

とがあった。元
げん
寇
こう
以後，かれらの武

装交易船が朝
ちょう
鮮
せん
半島や大陸の沿岸を

襲うようになり，倭寇と呼ばれてお
それられた。
⑶　日本で仮

か
名
な
文字がつくられたよ

うに，漢字だけでは表現できないも
のを補う目的でつくられた。朝鮮語
で「大いなる文字」という意味。訓

くん
民
みん

正
せい
音
おん
ともいう。

⑷　中
ちゅう
国
ごく
に対して朝

ちょう
貢
こう
をしていたが，

江
え
戸
ど
初期に島

しま
津
づ
藩
はん
（鹿児島県）に征

せい
服
ふく

された。

考 え 方

	 	⑴　明
みん
　　⑵　高

こう
麗
らい
　　⑶　中

なか
継
つぎ
貿
ぼう
易
えき

	 ⑷　北海道　　⑸　城
じょう
下
か
町
まち

⑴　14世紀半ばに，元
げん
の厳しい支

配に対して各地で漢
かん
民族の反乱が起

こり，ついに1368年に南
ナン
京
キン
を都に

明が建国された。
⑵　元に服従していた高麗では，元
がモンゴルに退

しりぞ
いたあとも親元派と

親明派が争っていた。倭寇などと戦
って名声をあげていた李

り
成
せい
桂
けい
は，親

元派を追放して高麗王朝をたおし，
朝鮮国を建国した。

 イ ソン ゲ

考 え 方

	 ⑴　①　山
やま
名
な
氏　　②　戦

せん
国
ごく
大名

	 ⑵　足利義
よし
政
まさ
　　⑶　応

おう
仁
にん
の乱

	 ⑷　ウ　　⑸　下
げ
剋
こく
上
じょう

1

2

3
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	 ⑹　分
ぶん
国
こく
法
ほう
（家

か
法
ほう
）

⑶　将
しょう
軍
ぐん
のあとつぎ争いに有力守

しゅ
護
ご

大
だい
名
みょう
である畠

はたけ
山
やま
氏
し
・斯

し
波
ば
氏
し
のうちわ

もめがからみ，多くの守護大名が東
軍（細

ほそ
川
かわ
氏
し
）と西軍（山

やま
名
な
氏）に分かれ

て，京都を中心に約11年間も戦った。
⑹　戦国大名は，家臣の統制や農・
商・工業者の統制にあたって，よっ
てたつべき規

き
範
はん
が必要となり，分国

法をつくった。

考 え 方

民衆の成長と室
むろ

町
まち

文化� P.76 ,7 74

	 ⑴　絹織物　　⑵　宋
そう
銭
せん

	 ⑶　酒
さか
屋
や
　　⑷　座

ざ
　　⑸　港町

⑴　陶
とう
器
き
づくりがさかんだったのは，

瀬
せ
戸
と
（愛知県）などである。

⑵　室
むろ
町
まち
時代になると，市

いち
は大寺院

の門
もん
前
ぜん
など各地で開

かい
催
さい
され，日数も

多くなった。
⑶　問

とい
（問
とい
丸
まる
）と馬

ば
借
しゃく
は運送業者。

考 え 方

	 	⑴　二
に
毛
もう
作
さく
　　⑵　惣

そう

	 ⑶　寄
より
合
あい
　　⑷　土

つち
一
いっ
揆
き

⑴　鎌
かま
倉
くら
時代に農業の先進地域であ

った西
さい
国
ごく
で始まり，各地に広まった。

⑵　農民は村ごとに自治的な組織を
つくり，戦乱に際しては自衛もする
ようになった。惣村ともいう。

考 え 方

	 ⑴　①　銀
ぎん
閣
かく
　　②　足

あし
利
かが
義
よし
政
まさ

	 ③　書
しょ
院
いん
造
づくり
　　⑵　①　水

すい
墨
ぼく
画
が

	 ②　雪
せっ
舟
しゅう

⑴　①　正式には慈
じ
照
しょう
寺
じ
銀閣。足利

義政の東
ひがし
山
やま
山
さん
荘
そう
として建てられた。

③　同じ境
けい
内
だい
にある東

とう
求
ぐ
堂
どう
の同

どう
仁
じん
斎
さい

という部屋は，書
しょ
院
いん
造
づくり
の部屋として

教科書などに取り上げられている。
⑵　②　1467年，48歳

さい
で明

みん
にわた

考 え 方

1

2
 ど いっ き

3

り，3年後に帰国して水墨画を大成
した。禅

ぜん
宗
しゅう
の僧
そう
でもあった。

	 イ・オ（順不同）

アは奈良時代，聖
しょう
武
む
天
てん
皇
のう
のころ。天

てん

平
ぴょう
文化。イの戦火とは応

おう
仁
にん
の乱のこ

と。力をたくわえた守護大名の中に
は，都落ちした公

く
家
げ
や僧

そう
を積極的に

むかえ入れ，文化の吸収に努める者
もいた。ウは飛

あす か
鳥時代，聖

しょう
徳
とく
太
たい
子
し
の

ころ。飛鳥文化。エは平
へい
安
あん
時代の国

こく

風
ふう
文化の発展の様子。オは室町幕府

が京都に置かれたため，公家文化と
武家文化の融

ゆう
合
ごう
が進んだ。また，日

にち

明
みん
貿易や倭

わ
寇
こう
の活動などによって日

本と大陸の交通がさかんになり，中
ちゅう

国
ごく
や朝鮮の影

えい
響
きょう
を受けた国際色豊か

な文化であった。カは鎌
かま
倉
くら
文化。

考 え 方

まとめのドリル� P.78 ,79

	 ⑴　㋐　後
ご
醍
だい
醐
ご
天皇

	 ㋑　足利義
よし
満
みつ
　　㋒　土一揆

	 ㋓　応
おう
仁
にん
　　⑵　建

けん
武
む
の新政

	 ⑶　南
なん
北
ぼく
朝
ちょう
時代　　⑷　①　管

かん
領
れい

	 ②　守
しゅ
護
ご
大
だい
名
みょう
（守護）　　⑸　勘

かん
合
ごう
貿易

	 ⑹　①　下
げ
剋
こく
上
じょう
　　②　分

ぶん
国
こく
法
ほう
（家

か
法
ほう
）

⑴　㋐　倒
とう
幕
ばく
をくわだてたために隠

お

岐
き
に流されていたが脱

だっ
出
しゅつ
し，鎌倉幕

府滅
めつ
亡
ぼう
後，建武の新政を行った。

㋒　当時はまだ農民と武士の身分は
区別されておらず，ふだんは農業を
行いながら，いざというときには武

ぶ

装
そう
して戦う人々が多かった。土一揆

はこのような人々が中心になった。
⑷　①　室町幕府の将

しょう
軍
ぐん
を補佐する

役職。

考 え 方

4

1
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	 	⑴　座
ざ
　　⑵　酒

さか
屋
や
　　⑶　城

じょう
下
か
町
まち

	 ⑷　堺
さかい
　　⑸　町

ちょう
衆
しゅう

⑴　寺社などの保護を受けていた。
⑶　山口は大

おお
内
うち
氏
し
，小

お
田
だ
原
わら
は北

ほう
条
じょう
氏

の城下町として栄えた。
⑸　堺

さかい
・博

はか
多
た
・京都などでは有力な

商人が寄
より
合
あい
を組織して自治を行った。

考 え 方

	 ⑴　東
ひがし
山
やま
文化　　⑵　書

しょ
院
いん
造
づくり

	 ⑶　雪
せっ
舟
しゅう
　　⑷　世

ぜ
阿
あ
弥
み

	 ⑸　御
お
伽
とぎ
草
ぞう
子
し

⑸　室
むろ
町
まち
時代につくられた童話や寓

ぐう

話
わ
などの総

そう
称
しょう
。「ものぐさ太郎」や「浦

うら

島
しま
太
た
郎
ろう
」などがある。

考 え 方

定期テスト対策問題� P.80 , 81

	 ⑴　①　地
じ
頭
とう

	 ②　御
ご
成
せい
敗
ばい
式
しき
目
もく
（貞

じょう
永
えい
式目）

	 ⑵　Ａ　 源
みなもとの
頼
より
朝
とも
　　Ｃ　後

ご
醍
だい
醐
ご
天
てん
皇
のう

	 Ｄ　足
あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ
　　Ｅ　足利義

よし
満
みつ

	 ⑶　執
しっ
権
けん
　　⑷　六

ろく
波
は
羅
ら
探
たん
題
だい

	 ⑸　元
げん
寇
こう
　　⑹　建

けん
武
む
の新
しん
政
せい

	 ⑺　勘
かん
合
ごう

⑴　①　やがて，荘
しょう
園
えん
を侵

しん
略
りゃく
して年

ねん

貢
ぐ
を横取りしたり，自分の領地のよ

うにする者もあらわれた。
⑷　朝

ちょう
廷
てい
の監

かん
視
し
と西

さい
国
ごく
御
ご
家
け
人
にん
の統率

のために設置された。
⑺　倭

わ
寇
こう
と区別するために用いられ

た合札。

考 え 方

	 ⑴　封
ほう
建
けん
制度　　⑵　道

どう
元
げん

	 ⑶　酒
さか
屋
や
　　⑷　茶　　⑸　惣

そう

	 ⑹　一
いっ
向
こう
一
いっ
揆
き
　　⑺　下

げ
剋
こく
上
じょう

⑴　封
ほう
建
けん
制度とは，古代中

ちゅう
国
ごく
の周

しゅう
王

朝のときに，皇
こう
帝
てい
が諸

しょ
侯
こう
に領地をあ

たえ，王としたところから成立した
言葉。

考 え 方

2
まちしゅう

3

1

2

⑹　浄
じょう
土
ど
真
しん
宗
しゅう
（一向宗）の信徒は，総

本山である石
いし
山
やま
本
ほん
願
がん
寺
じ
を中心に団結

し，各地で一揆を起こした。

石山本願寺

▲ 一向一揆が多く起こった発生地域

	 ⑴　平
へい
家
け
物語　　⑵　雪

せっ
舟
しゅう

	 ⑶　①　似
にせ
絵
え
　　②　書

しょ
院
いん
造
づくり

⑴　琵
び
琶
わ
法師とは，琵琶を演

えん
奏
そう
する

盲
もう
目
もく
の芸人。僧

そう
のような衣服を着て

いたので，琵琶法師と呼ばれた。

考 え 方

7 ヨーロッパ人との出会いと天下統一

スタートドリル� P.84 , 85

	 ⑴　プロテスタント　　⑵　コロンブス
	 ⑶　ポルトガル人　　⑷　室町幕府
	 ⑸　北条氏　　⑹　朝

ちょう
鮮
せん

⑴　ドイツ皇
こう
帝
てい
がルター派を禁止す

ると，ルターを支持する諸
しょ
侯
こう
は「信

しん

仰
こう
は個人の自由であって権力によっ

て支配すべきでない」と抗
こう
議
ぎ
（プロテ

スト）したので，ルター派などの新
教徒をプロテスタントというように
なった。
⑹　豊

とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
は明

みん
を征

せい
服
ふく
するために，

朝鮮にその先導を求めた。しかし，
朝鮮がこれを拒

きょ
否
ひ
したので，軍を朝

鮮に派
は
遣
けん
することにした。

考 え 方

3

1
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	 	⑴　ルネサンス　　⑵　楽
らく
市
いち
・楽
らく
座
ざ

	 ⑶　刀
かたな
狩
がり
　　⑷　千

せんの
利
り
休
きゅう

⑴　ルネサンスは日本語で「文
ぶん
芸
げい
復
ふっ

興
こう
」と訳されるが，「再び生まれるこ

と」という意味である。この時期の
ヨーロッパの文化人は，新しい時代
が来ることを意識し，その模

も
範
はん
とな

るのが古代ギリシャ・ローマの文化
であり，それを復興しようとした。
そして，その多くをイスラム文化か
ら学んだ。ギリシャ・ローマの文化
を継

けい
承
しょう
したのがイスラム文化だった

からである。ルネサンスがイタリア
から起こったのは，イタリアがイス
ラム世界と多く接

せっ
触
しょく
していたからで

ある。

考 え 方

	 ⑴　①　室
むろ
町
まち
　　②　鉄

てっ
砲
ぽう
　　

	 ③　キリスト　　④　織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが

	 ⑤　豊
とよ
臣
とみ
（羽

は
柴
しば
）秀
ひで
吉
よし
　　⑥　桃

もも
山
やま
　　

	 ⑦　太
たい
閤
こう
検地　　⑵　豪華（同じ意味ならば可）

⑴　④　16歳
さい
で父のあとをついだ信

長は，1582年に本
ほん
能
のう
寺
じ
で自害する

まで，戦いにつぐ戦いの人生であっ
た。
⑵　大

おお
阪
さか
城
じょう
や姫

ひめ
路
じ
城
じょう
は，雄

ゆう
大
だい
な天

てん
守
しゅ

を持つ城であった。また，城・邸
てい
宅
たく

のふすまや屏
びょう
風
ぶ
などには，障

しょう
壁
へき
画
が
と

呼ばれる豪華な絵がえがかれた。

考 え 方

7�〜16世紀の世界� P.86 , 871

	 ⑴　イタリア　　⑵　ドイツ
	 ⑶　カルバン　　⑷　プロテスタント
	 ⑸　イエズス会

⑴　当時のイタリアは，フィレンツ
ェ，ベネチアなどの諸都市が東方貿
易で栄えていた。
⑵　免

めん
罪
ざい
符
ふ
とは，買うと現世の罪が

考 え 方

2

3

1

ゆるされ，天国に行くことができる
という紙のこと。ルターは免罪符の
販売を進めるローマ教

きょう
皇
こう
とカトリッ

ク教会を批判した。
⑶　お金をかせぐことは神の意志に
かなうことだとしたために，商工業
者に支持された。
⑸　プロテスタントに対するカトリ
ックの反

はん
撃
げき
を，最も戦

せん
闘
とう
的
てき
に行った

のがイエズス会であった。

	 ⑴　アラビア　　⑵　ムハンマド
	 ⑶　アラー　　⑷　エルサレム
	 ⑸　十字軍

⑷　11世紀後半，セルジューク朝
がエルサレムを占

せん
領
りょう
し，キリスト教

徒を迫
はく
害
がい
したことを名目とするが，実

際はセルジューク朝の圧
あっ
迫
ぱく
を受けて

いた東ローマ帝
てい
国
こく
（ビザンツ帝国）か

らの援
えん
助
じょ
の要

よう
請
せい
をローマ教皇が受け

たことが，十字軍派
は
遣
けん
の要因である。

⑸　最初，十字軍はエルサレムを奪
だっ

回
かい
し，キリスト教徒の王国を建設し

たが，すぐにイスラム教徒にうばい
かえされ，その後，キリスト教徒に
よる聖地回復は成功しなかった。

考 え 方

	 ⑴　①　コロンブス
	 ②　バスコ・ダ・ガマ　　③　マゼラン
	 ⑵　ア　　⑶　イ　　⑷　スペイン
	 ⑸　①　インカ帝国
	 ②　アステカ帝国　　⑹　ポルトガル　

⑴　西インド諸島（カリブ海の島々）
に到

とう
着
ちゃく
したのがコロンブス，インド

航路発見がバスコ・ダ・ガマ，世界
周航に出発したのがマゼラン。
⑷・⑸　スペインの征

せい
服
ふく
者たちは，

アメリカ大陸に栄えた文明をほろぼ
し，宝

ほう
物
もつ
をうばった。

考 え 方

2

3
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織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の統一事業� P.88 , 892

	 ⑴　ポルトガル人　　⑵　堺
さかい

	 ⑶　イエズス会　　⑷　キリシタン大
だい
名
みょう

	 ⑸　南
なん
蛮
ばん
貿
ぼう
易
えき
　　

⑴　中国との貿易を行っていたポル
トガル船が暴風雨によって流され，
種
た
子
ねが
島
しま
に漂

ひょう
着
ちゃく
した。

⑶　ザビエルはスペイン出身で，マ
ラッカで布教中に出会ったアンジロー
という日本人の案内で日本を訪れ，
鹿児島に着いた。
⑸　中

ちゅう
華
か
思想では中国を最も文化の

進んだ国とし，南の異民族を南蛮と
呼んだ。南から訪れたヨーロッパ人
は南蛮人と呼ばれたのである。

考 え 方

	 ⑴　安
あ
土
づち
　　⑵　楽

らく
市
いち
・楽
らく
座
ざ
　　⑶　関

せき
所
しょ

	 ⑷　延
えん
暦
りゃく
寺
じ
　　⑸　石

いし
山
やま
本
ほん
願
がん
寺
じ

⑵・⑶　これらの政策によって信長
の城下町だった岐阜や安土には全国
から商人や物産が集まり，大変なに
ぎわいを見せた。
⑷　当時の延暦寺は，多数の僧

そう
兵
へい
を

抱
かか
える一大軍事集団だった。

考 え 方

	 ⑴　Ａ　桶
おけ
狭
はざ
間
ま
　　Ｂ　室

むろ
町
まち
幕府

	 Ｃ　長
なが
篠
しの
　　Ｄ　安土　　⑵　足

あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ

	 ⑶　ウ　　⑷　琵
び
琶
わ
湖
こ
　　⑸　ウ

	 ⑹　場所：イ　　家臣：明
あけ
智
ち
光
みつ
秀
ひで

⑴　Ａ　今
いま
川
がわ
義
よし
元
もと
の大軍を少数の兵

で奇
き
襲
しゅう
し，義元を倒

たお
した。

Ｂ　信長は最初，足利義
よし
昭
あき
を助けて

入京し，義昭を15代の将
しょう
軍
ぐん
にした

が，信長の勢力が強くなることを恐
おそ

れた義昭が各地の大名と結んで信長
に敵対しようとしたため，義昭を京
都から追放した。

考 え 方

1

2

3

織田信長の領国
（1582年）

桶狭間
おけはざ ま

あねがわ

ながしのさかい
長篠堺

姉川

安
土
あ 
づ
ち

京
都

▲ 織
お
田
だ
信長の領国

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の全国統一� P.90 , 913

	 ⑴　明智光秀　　⑵　大阪　　⑶　関
かん
白
ぱく

	 ⑷　北
ほう
条
じょう
氏
し

⑶　征
せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん
は源

げん
氏
じ
の血筋のもの

がつく慣例だった。低い身分から出
世した秀吉は，源氏など由

ゆい
緒
しょ
ある血

筋を名乗ることができず，朝
ちょう
廷
てい
から

豊臣という姓
せい
をもらった。

⑷　鎌
かま
倉
くら
時代の北条氏と区別して，

後北条氏といわれることもある。

考 え 方

	 ⑴　桃
もも
山
やま
文化　　⑵　天

てん
守
しゅ

	 ⑶　狩
か
野
のう
永
えい
徳
とく
　　⑷　出

いず
雲
も
の阿

お
国
くに

	 ⑸　千
せんの
利
り
休
きゅう

⑵　城は平地につくられるようにな
り，天守は領地のあらゆるところか
ら見える支配の象

しょう
徴
ちょう
となった。

⑶　代表作に「唐
から
獅
じ
子
し
図
ず
屏
びょう
風
ぶ
」がある。

⑸　千利休は堺
さかい
の豪

ごう
商
しょう
であり，秀吉

に仕えた。後に秀吉の怒りにふれ，
切腹を命じられた。

考 え 方

	 ⑴　太
たい
閤
こう
検地（検地）　　⑵　石

こく
高
だか
（石）

	 ⑶　百
ひゃく
姓
しょう
　　⑷　刀

かたな
狩
がり
　　⑸　一

いっ
揆
き

	 ⑹　兵
へい
農
のう
分
ぶん
離
り
　　⑺　亀

きっ
甲
こう
船

	 ⑻　明
みん
　　⑼　豊臣秀吉

1

2

3
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まとめのドリル� P.92 , 93

	 ⑴　①　種
た
子
ねが
島
しま
　　②　安

あ
土
づち
城
じょう

	 ③　本
ほん
能
のう
寺
じ
　　④　大

おお
阪
さか
城
じょう
　　⑵　鉄

てっ
砲
ぽう

	 ⑶　（フランシスコ・）ザビエル
	 ⑷　南

なん
蛮
ばん
貿
ぼう
易
えき
　　⑸　Ｄ　武

たけ
田
だ
氏

	 Ｆ　北
ほう
条
じょう
氏
し
　　⑹　朝

ちょう
廷
てい
（天
てん
皇
のう
）

	 ⑺　李
り
舜
しゅん
臣
しん

⑴　③　このできごとの次の年には，
秀
ひで
吉
よし
が統一事業を引きついでいるこ

とに注目する。

考 え 方

	 ⑴　楽
らく
市
いち
・楽
らく
座
ざ
　　⑵　太

たい
閤
こう
検地

	 ⑶　刀
かたな
狩
がり
　　⑷　秀吉

⑷　信
のぶ
長
なが
は，仏

ぶっ
教
きょう
勢力をおさえるた

め，終始キリスト教を保護する政策
をとった。

考 え 方

	 ⑴　ルネサンス　　⑵　イタリア
	 ⑶　宗教改革　　⑷　プロテスタント
	 ⑸　イエズス会

⑶　宗教改革以後，ヨーロッパ各地
ではカトリック教徒とプロテスタン
トの間で激しい宗教戦争が起こった。
ドイツ・オランダ・イギリスやヨー
ロッパ北部の国々ではプロテスタン
トが支配的になり，スペイン・ポル
トガルではカトリックの勢力が強か
った。これら二つのグループの国々
はこの後長く対立することになる。

考 え 方

8 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の成立と鎖
さ

国
こく

スタートドリル� P.96 , 97

	 ⑴　関
せき
ヶ
が
原
はら
の戦い　　⑵　江

え
戸
ど

	 ⑶　武
ぶ
家
け
諸
しょ
法
はっ
度
と
　　⑷　参

さん
勤
きん
交
こう
代
たい

	 ⑸　朱
しゅ
印
いん
船
せん
貿易　　⑹　島

しま
原
ばら
・天
あま
草
くさ
一
いっ
揆
き

1

 イ スンシン

2

3

1

	 ⑺　琉
りゅう
球
きゅう
王国

⑺　それまで独立国であった琉球王
国は，江戸時代初期に薩

さつ
摩
ま
藩
はん
に征

せい
服
ふく

され，高い率の年
ねん
貢
ぐ
を取りたてられ，

苦しい生活をしいられるようになっ
た。

考 え 方

	 ⑴　武士　　⑵　本
ほん
百
びゃく
姓
しょう

	 ⑶　えた	

⑴　武士は全人口の約7％しかいな
かったが，支配階級として名

みょう
字
じ
・帯

たい

刀
とう
（刀を持つこと）の特権を持ち，武
士に無礼を働いた百姓や町人に対し
て，「切り捨てご免

めん
」が許された。

考 え 方

	 ⑴　①　江戸　　②　徳
とく
川
がわ
家
いえ
康
やす

	 ③　武家諸法度　　④　島原・天草
	 ⑤　鎖

さ
国
こく
　　⑥　ひにん　　⑦　琉

りゅう
球
きゅう
王国

	 ⑵　譜
ふ
代
だい
大
だい
名
みょう

⑴　⑤　鎖国によって，その後200
年も戦争のない時代が続き，国内の
産業や文化が発達した。しかし，世
界の様子などの情報は幕府の統制下
におかれた。

考 え 方

江戸幕府の成立と仕組み� P.98 , 991

	 ⑴　石
いし
田
だ
三
みつ
成
なり
　　⑵　征

せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん
　　

	 ⑶　大
だい
名
みょう
　　⑷　大名　　⑸　参勤交代

⑴　天下分け目の戦いと呼ばれたが，
わずか半日で徳

とく
川
がわ
方が勝利した。

⑶　旗
はた
本
もと
・御

ご
家
け
人
にん
は1万石

ごく
未満の領

地を持つ将
しょう
軍
ぐん
の直接の家臣。旗本は

将軍にお目見えできる身分，御家人
はお目見えできない身分であった。

考 え 方

	 ⑴　老
ろう
中
じゅう
　　⑵　勘

かん
定
じょう
奉
ぶ
行
ぎょう

	 ⑶　寺
じ
社
しゃ
奉行　　⑷　町

まち
奉行

	 ⑸　京
きょう
都
と
所
しょ
司
し
代
だい

2

3

1

2
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⑷　幕府の直
ちょっ
轄
かつ
地
ち
だった大きな都市

にも奉
ぶ
行
ぎょう
が置かれた。

⑸　幕末には京都の治安維
い
持
じ
や御

ご
所
しょ

の警備のために，京都守
しゅ
護
ご
職
しょく
が置か

れた。

考 え 方

	 ⑴　幕
ばく
領
りょう
（天
てん
領
りょう
）　　⑵　4

	 ⑶　①　譜
ふ
代
だい
大
だい
名
みょう
　　②　外

と
様
ざま
大名

	 ③　親
しん
藩
ぱん
　　⑷　①　藩

はん
　　②　近い

	 ③　遠い　　⑸　イ　　⑹　幕
ばく
藩
はん
体制

⑶　幕府はたくみな大名の配置によ
って，江戸の防衛体制を築いた。

考 え 方

さまざまな身分とくらし� P.100 ,1012

	 ⑴　武士　　⑵　本
ほん
百
びゃく
姓
しょう
　　⑶　城

じょう
下
か
町
まち

	 ⑷　男　　⑸　儒
じゅ
学
がく

⑵　この中から，庄
しょう
屋
や
（名

な
主
ぬし
），組

くみ
頭
がしら
，

百
ひゃく
姓
しょう
代
だい
の村役人が選出された。

⑷　長男がすべてを相
そう
続
ぞく
し，次，三

男や女性には相続権はなかった。　

考 え 方

	 ⑴　年
ねん
貢
ぐ
米　　⑵　五

ご
人
にん
組
ぐみ

	 ⑶　ひにん

⑴　幕府は，農地に米以外の作物を
勝手につくることを禁止した。
⑶　住む場所や職業，衣服まで厳し
く制約を受けた。差別は明

めい
治
じ
以降も

残り，現在も大きな問題となっている。

考 え 方

	 ⑴　①　庄屋（名主）　　②　組頭
	 ③　百姓代　　④　村役人　　⑵　50
	 ⑶　ウ　　⑷　米

⑴　①，②，③は順不同。
⑵　年貢の割合は五

ご
公
こう
五
ご
民
みん
が通常だ

ったが，江
え
戸
ど
時代の後期になると，

六公四民（年貢の率60％）や七公三
民（同70％）ということもあった。

考 え 方

3

1

2

3

	 ⑴　百姓　　⑵　7
	 ⑶　町人

⑶　町人身分の中でも，地主や家
いえ
持
もち

が町政をになった。
考 え 方

貿易の振
しん

興
こう

から鎖
さ

国
こく

へ� P.102 ,1033

	 ⑴　朱
しゅ
印
いん
船
せん
　　⑵　日

に
本
ほん
町
まち

	 ⑶　長崎　　⑷　オランダ

⑴　渡
と
航
こう
許可証を朱印状といって，

それを所持する公式の貿易船を朱印
船と呼んだ。
⑵　博

はか
多
た
や堺

さかい
の大商人は，さかんに

東南アジアに貿易船を派
は
遣
けん
し，現地

に住みつく人々も多かった。

考 え 方

	 ⑴　禁
きん
教
きょう
令
れい
　　⑵　島

しま
原
ばら
・天
あま
草
くさ
一
いっ
揆
き

	 ⑶　絵
え
踏
ふみ
　　⑷　鎖国

⑵　約4か月間も抵
てい
抗
こう
を続け，幕府

軍を苦しめた。幕府はカトリックと
敵対するオランダ船に大

たい
砲
ほう
をうたせ

ることまでした。この一揆以後，幕
府は禁教を徹

てっ
底
てい
させる方針をとった。

考 え 方

	 ⑴　①　禁教令（キリスト教禁止令）　　
	 ②　スペイン　　③　ポルトガル
	 ④　オランダ
	 ⑵　天

あま
草
くさ
四
し
郎
ろう
（益
ます
田
だ
時
とき
貞
さだ
）　　⑶　出

で
島
じま

⑴　イギリスはオランダと同じ新教
国で布教活動は行わなかったが，オ
ランダとの貿易競争に敗れて撤

てっ
退
たい

した。
⑶　幕府は，外国人と日本人との接

せっ

触
しょく
をできるだけさせないように，橋

一本でつながる人工島をつくった。

考 え 方

	 ⑴　清
しん
　　⑵　（朝

ちょう
鮮
せん
）通
つう
信
しん
使
し

	 ⑶　薩
さつ
摩
ま
藩
はん
　　

	 ⑷　アイヌ民族（アイヌの人たち）

4

1

2

3

4
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⑴　中国では明
みん
がほろび，満

まん
州
しゅう
族が

清を建国した。
⑶　薩

さつ
摩
ま
藩
はん
は琉

りゅう
球
きゅう
王国の中継貿易に

よる利益を求めて，征
せい
服
ふく
後も琉球王

国が清にも朝
ちょう
貢
こう
することを認めた。

⑷　17世紀後半には，アイヌの首
長シャクシャインを中心とした大規
模な反乱が起きたが，松

まつ
前
まえ
藩
はん
に鎮

ちん
圧
あつ

された。

考 え 方

まとめのドリル� P.104 ,105

	 ⑴　①　関
せき
ヶ
が
原
はら
　　②　朱

しゅ
印
いん
船
せん

	 ③　武
ぶ
家
け
諸
しょ
法
はっ
度
と
　　④　参

さん
勤
きん
交
こう
代
たい

	 ⑤　島
しま
原
ばら
・天
あま
草
くさ
一
いっ
揆
き
　　⑥　鎖

さ
国
こく

	 ⑵　日
に
本
ほん
町
まち
　　⑶　幕

ばく
藩
はん
体制

	 ⑷　①　オランダ　　②　長崎

⑴　④大
だい
名
みょう
の石

こく
高
だか
によって供

とも
をする

人数などに決まりがあり，大名には
大きな負担だった。
⑵　鎖国の完成によって日本人の海
外渡

と
航
こう
が禁止され，海外の日本人の

帰国も禁止されると，東南アジアの
日本町はさびれていった。

考 え 方

	 ⑴　①　老
ろう
中
じゅう
　　②　勘

かん
定
じょう
奉
ぶ
行
ぎょう

	 ⑵　譜
ふ
代
だい
大名　　⑶　京

きょう
都
と
所
しょ
司
し
代
だい

⑴　①　定員は4~5名であった。
②　勘定奉行は郡

ぐん
代
だい
や代

だい
官
かん
を通じて

幕府領の行
ぎょう
政
せい
を行った。

⑶　大
おお
阪
さか
城
じょう
代
だい
にも西

さい
国
ごく
大名の監

かん
視
し
の

役割があった。

考 え 方

	 ⑴　絵
え
踏
ふみ
　　⑵　（朝

ちょう
鮮
せん
）通
つう
信
しん
使
し

	 ⑶　武家諸法度　　⑷　五
ご
人
にん
組
ぐみ

⑵　朝鮮との交流は，対
つし ま
馬藩

はん
の宗

そう
氏
し

が中心となって行った。
⑷　農村では，犯罪者や村のしきた
りなどにそむいた者を「村

むら
八
はち
分
ぶ
」と称

しょう

考 え 方

1

2

3

して，火事と葬
そう
儀
ぎ
を除いて仲間はず

れにする，という制裁を行った。

定期テスト対策問題� P.106 ,107

	 ⑴　①　徳
とく
川
がわ
家
いえ
康
やす
　　②　島原・天草

	 ⑵　朱
しゅ
印
いん
船
せん
貿易　　⑶　キリスト教

	 ⑷　国：オランダ　　都市：長崎　

⑷　新教国のオランダは，キリスト
教の布教をせず，貿易のみを行った
ので，来航を許された。幕府はオラ
ンダ商館に海外情報の提供を義務づ
け，長崎奉

ぶ
行
ぎょう
を通じて幕府に報告書

を提出させた。これを「オランダ風
ふう

説
せつ
書
がき
」という。

考 え 方

	 ⑴　武家諸法度
	 ⑵　参勤交代　　⑶　江

え
戸
ど

	 ⑷　年
ねん
貢
ぐ
（米）

⑵　各
かく
藩
はん
では江戸に屋

や
敷
しき
を構え，藩

主の参勤の際の宿舎にしたほか，多
数の藩士を常

じょう
駐
ちゅう
させた。この江戸で

の消費生活は，藩の出費の半分近く
を占

し
めるほどで，藩の財政に大きな

負担をかけた。

考 え 方

	 ⑴　①　織
お
田
だ
信
のぶ
長
なが
　　②　豊

とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし

	 ⑵　①　種
た
子
ねが
島
しま

	 ②　（フランシスコ・）ザビエル
	 ③　南

なん
蛮
ばん
　　⑶　楽

らく
市
いち
・楽
らく
座
ざ

	 ⑷　①　太
たい
閤
こう
検地　　②　刀

かたな
狩
がり

	 ⑸　桃
もも
山
やま
文化　　⑹　ウ

⑸　秀吉が築いた伏
ふし
見
み
城
じょう
あたりの，

後の地名からつけられた。伏見城は
当時の文化を代表する建築物で，現
在の京都市伏見区桃山にある。
⑹　雪

せっ
舟
しゅう
が水

すい
墨
ぼく
画
が
を大成したのは，

室
むろ
町
まち
時代の東

ひがし
山
やま
文化のころである。

考 え 方

1

2

3
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9 産業の発達と幕府政治の動き

スタートドリル� P.110 ,111

	 ⑴　徳
とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし
　　⑵　長崎

	 ⑶　享
きょう
保
ほう
　　⑷　公

く
事
じ
方
かた
御
お
定
さだめ
書
がき

⑴　3代将
しょう
軍
ぐん
徳川家

いえ
光
みつ
の子。今の群

馬県館
たて
林
ばやし
10万石

ごく
の藩

はん
主
しゅ
であったが，

兄の4代将軍家
いえ
綱
つな
に子がなかったた

め，1680年に5代将軍となる。
⑵　新

あら
井
い
白
はく
石
せき
は朱

しゅ
子
し
学
がく
者
しゃ
で，甲

こう
府
ふ
藩
はん

主
しゅ
（のちの6代将軍）徳川家

いえ
宣
のぶ
の先生

であったので，6代将軍，7代将軍
に仕えた。長崎での貿易の制限を行
い，金銀の海外流出を防いだりした。
新井白石の政治を当時の年号をとっ
て「正

しょう
徳
とく
の治

ち
」という。

⑶　徳川吉
よし
宗
むね
は紀

き
伊
い
藩主の三男に生

まれ，越
えち
前
ぜん
国（福井県）丹

に
生
う
3万石の

藩主となった。しかし，二人の兄が
次々と死んだため，紀伊55万石の5
代藩主となった。また，7代将軍徳
川家

いえ
継
つぐ
も子がなくて死んだため，8

代将軍となった。

考 え 方

	 ⑴　千
せん
歯
ば
こき　　⑵　井

い
原
はら
西
さい
鶴
かく

	 ⑶　松
まつ
尾
お
芭
ば
蕉
しょう
　　⑷　菱

ひし
川
かわ
師
もろ
宣
のぶ

	 ⑸　株
かぶ
仲
なか
間
ま
　　⑹　百

ひゃく
姓
しょう
一
いっ
揆
き

⑵　井原西鶴は大阪の町人出身で，
最初は俳

はい
諧
かい
（俳句）を学び，のちに浮

うき

世
よ
草
ぞう
子
し
の作家となった。

⑶　松尾芭蕉は伊
い
賀
が
上
うえ
野
の
（三重県）の

武士の出身。若いころ江
え
戸
ど
に出て町

人となり，俳諧師となった。

考 え 方

	 ⑴　①　江戸　　②　徳川綱吉
	 ③　徳川吉宗　　④　元

げん
禄
ろく
　　⑵　町人

1

2

3

⑴　④　元禄文化によって文化の大
衆化が進み，文化はようやく支配階
級の独

どく
占
せん
物から脱

だっ
却
きゃく
して，広く民衆

の共有財産となった。

考 え 方

産業の発達� P.112 ,1131

	 ⑴　新
しん
田
でん
　　⑵　干

ほし
鰯
か
　　⑶　菜

な
種
たね

	 ⑷　いわし漁　　⑸　瀬
せ
戸
と
内
うち
地方

⑴　この結果，全国の耕地面積は，
江戸時代初期の2倍にも広がった。
⑵　干鰯とは，干した鰯

いわし
のこと。草

木を焼いた灰は鎌
かま
倉
くら
時代から使われ

ていた。
⑶　農業の先進地域である近

きん
畿
き
・東

とう

海
かい
地方から始まった。

考 え 方

	 ⑴　佐
さ
渡
ど
　　⑵　石

いわ
見
み
　　⑶　足

あし
尾
お

	 ⑷　貨
か
幣
へい
　　⑸　特産品

⑴〜⑶　重要な鉱山は幕府の直
ちょっ
轄
かつ
地
ち

にされた。
⑷　江戸には金

きん
座
ざ
・銀

ぎん
座
ざ
などの貨幣

を鋳
ちゅう
造
ぞう
するところが生まれた。今の

東京都中
ちゅう
央
おう
区銀座は，当時，銀座が

設けられたところからついた地名。
⑸　財政難で苦しんだ各藩

はん
では，こ

のような特産品の生産を奨
しょう
励
れい
し，藩

の独占販売とすることで収
しゅう
入
にゅう
とした。

考 え 方

	 ⑴　2　　⑵　Ａ　備
びっ
中
ちゅう
ぐわ

	 Ｂ　千
せん
歯
ば
こき　　⑶　藍

あい
，紅
べに
花
ばな

⑵　Ａ　水田だけでなく，畑を深く
耕すためにも使われた。　Ｂ　千歯
こきの発明で，稲

いね
の脱穀作業効率が

倍増した。
⑶　藍は阿

あ
波
わ
（徳島県）の名産，紅花

は出
で
羽
わ
（山形県）が有名。

考 え 方

1

2

3
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	 ⑴　江
え
戸
ど
　　⑵　西

にし
廻
まわ
り航路

	 ⑶　門前町　　⑷　両
りょう
替
がえ
商
しょう

	 ⑸　株
かぶ
仲
なか
間
ま

⑴　最も重要な交通路だった東
とう
海
かい
道
どう

は，江戸と京都を結び，53の宿
しゅく
場
ば

があった。起点は江戸の日本橋。
⑶　江戸時代になると各地の寺社へ
の参

さん
詣
けい
者も増え，門前には宿

しゅく
泊
はく
客の

ための旅館などを中心に町が形成さ
れた。伊

い
勢
せ
神
じん
宮
ぐう
の山

やま
田
だ
（今の伊勢市），

善
ぜん
光
こう
寺
じ
の長野，金

こ
刀
と
比
ひ
羅
ら
宮
ぐう
の琴

こと
平
ひら

（香川県琴平町）などが有名。

考 え 方

都市の繁
はん

栄
えい

と元
げん

禄
ろく

文化� P.114 ,1152

	 ⑴　江
え
戸
ど
　　⑵　大阪　　⑶　蔵

くら
屋
や
敷
しき

	 ⑷　天
てん
下
か
の台
だい
所
どころ
　　⑸　西

にし
陣
じん
織
おり

	 ⑹　江戸・大阪・京都

⑴　「将
しょう
軍
ぐん
のおひざもと」と呼ばれ，

にぎわった。
⑵〜⑷　大阪は豊

とよ
臣
とみ
氏
し
の城

じょう
下
か
町
まち
とし

て栄えて以来，日本中の物産の集ま
る集積地となっていた。

考 え 方

	 ⑴　町人　　⑵　上
かみ
方
がた

	 ⑶　元
げん
禄
ろく

⑴　平和な時代が続き，商業が発達
すると大きな富をたくわえた大商人
があらわれた。
⑵　朝

ちょう
廷
てい
の所在地から上下を見る見

方によって，京都や大阪は上方と呼
ばれた。京都から江戸に旅すること
は「下る」といわれる。「上京」という
のもこの名ごり。
⑶　特に商業の発達した大阪が中心
となった。

考 え 方

	 ⑴　井
い
原
はら
西
さい
鶴
かく
　　⑵　浮

うき
世
よ
草
ぞう
子
し
　　

	 ⑶　松
まつ
尾
お
芭
ば
蕉
しょう
　　⑷　奥

おく
の細
ほそ
道
みち

4

1

2

3

	 ⑸　俵
たわら
屋
や
宗
そう
達
たつ
　　⑹　ウ

	 ⑺　人
にん
形
ぎょう
浄
じょう
瑠
る
璃
り
（歌

か
舞
ぶ
伎
き
）　　

	 ⑻　歌舞伎　　⑼　菱
ひし
川
かわ
師
もろ
宣
のぶ
　　

	 ⑽　浮
うき
世
よ
絵
え

⑵　浮世草子は江戸時代の小説の一
種。井原西鶴が書いた「好

こう
色
しょく
一
いち
代
だい
男
おとこ
」

が第1作とされ，以後民衆の文学と
して上方で発達した。
⑶　連

れん
歌
が
の発

ほっ
句
く
が独立してできた俳

はい

諧
かい
（俳

はい
句
く
）は，松尾芭蕉によって高い

文学性があたえられた。

考 え 方

享
きょう

保
ほう

の改革と社会の変化� P.116 ,1173

	 ⑴　自給自足　　⑵　問
とい
屋
や
制
せい

	 ⑶　百
ひゃく
姓
しょう
一
いっ
揆
き
　　⑷　打ちこわし

⑴　江
え
戸
ど
時代以前は，農具は自作し，

肥料も草木を焼いた灰やたい肥など
農村やその周辺で調達できるものが
使われていたが，干

ほし
鰯
か
などが普

ふ
及
きゅう
する

につれて，貨
か
幣
へい
経済が浸

しん
透
とう
してきた。

⑶　一
いっ
向
こう
一揆は浄

じょう
土
ど
真
しん
宗
しゅう
の信徒によ

るもの。徳
とく
政
せい
一揆は借金の帳消しを

求めるもの。

考 え 方

	 ⑴　倹
けん
約
やく
　　⑵　新

しん
田
でん
　　⑶　年

ねん
貢
ぐ

	 ⑷　公
く
事
じ
方
かた
御
お
定
さだめ
書
がき
　　⑸　目

め
安
やす
箱
ばこ

⑵　新田開発には，水路の建設など
治
ち
水
すい
工事に多額の費用を必要とする

ことが多かった。そこで，大資本を
持つ商人に新田開発を請

う
け負

お
わせて，

開発後の年貢を期限を切って免
めん
除
じょ
し

たりする方法がとられた。
⑸　江戸時代には，訴

そ
状
じょう
のことを目

安といった。

考 え 方

	 ⑴　Ａ　新
あら
井
い
白
はく
石
せき
　　Ｂ　徳

とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし

	 Ｃ　徳川吉
よし
宗
むね
　　⑵　①　貨幣

	 ②　物価　　③　参
さん
勤
きん
交
こう
代
たい

1

2

3
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	 ④　公
く
事
じ
方
かた
御
お
定
さだめ
書
がき
　　⑤　目

め
安
やす
箱
ばこ

	 ⑶　生
しょう
類
るい
憐
あわれ
みの令　　⑷　享

きょう
保
ほう
の改革

	 ⑸　Ｂ→Ａ→Ｃ

⑷　のちの寛
かん
政
せい
・天

てん
保
ぽう
の改革ととも

に，幕
ばく
政
せい
の三大改革という。

考 え 方

まとめのドリル� P.118 ,119

	 ⑴　①　年
ねん
貢
ぐ
米
まい
　　②　新

しん
田
でん

	 ③　両
りょう
替
がえ
商
しょう
　　④　株

かぶ
仲
なか
間
ま

	 ⑵　①　ア・江
え
戸
ど
　　②　ウ・大

おお
阪
さか

	 ⑶　東
とう
海
かい
道
どう
　　⑷　蔵

くら
屋
や
敷
しき

⑴　①　幕府や藩は年貢米を売って
貨
か
幣
へい
にかえ，必要な品を買い求めた。

④　幕府や藩は商人に株仲間を結成
させて営業を独

どく
占
せん
させるかわりに，

税を取った。
⑷　蔵屋敷には藩が認めた商人が出
入りして，年貢米の売買などの実務
を行った。　

考 え 方

	 ⑴　ウ　　⑵　新
あら
井
い
白
はく
石
せき

	 ⑶　金・銀の海外流出を防ぐため。
	 ⑷　①　公事方御定書　　②　目安箱
	 ③　享保

⑴　イは享保の改革で徳
とく
川
がわ
吉
よし
宗
むね
が行

ったもの。上
あ
げ米
まい
の制と呼ばれる。

⑶　長崎貿易での輸入超
ちょう
過
か
によって，

金・銀が海外に流出するのを防ぐた
めに行われた。
⑷　②　目安には姓

せい
名
めい
などを明記し

なければならなかった。目安箱への
意見をきっかけに行われた政策に，
小
こ
石
いし
川
かわ
養
よう
生
じょう
所
しょ
の設置などがある。

考 え 方

	 ⑴　井
い
原
はら
西
さい
鶴
かく
　　⑵　松

まつ
尾
お
芭
ば
蕉
しょう

	 ⑶　近
ちか
松
まつ
門
もん
左
ざ
衛
え
門
もん
　　⑷　菱

ひし
川
かわ
師
もろ
宣
のぶ

⑶　近松は，封
ほう
建
けん
的な道徳と善良な

人間性の矛
む
盾
じゅん
に苦しむ武士・町人の

考 え 方

1

2

3

悲劇をみつめ，その結果を死（心中）
とした作品に特質がある。
⑷　菱川師宣が始めた浮

うき
世
よ
絵
え
は，の

ちに多色刷りの浮世絵版画（錦
にしき
絵
え
）と

して発展した。

10 幕府政治の行きづまり

スタートドリル� P.122 ,123

	 ⑴　田
た
沼
ぬま
意
おき
次
つぐ
　　⑵　松

まつ
平
だいら
定
さだ
信
のぶ

	 ⑶　根
ね
室
むろ
　　⑷　ロシア

	 ⑸　大
おお
塩
しお
平
へい
八
はち
郎
ろう
　　⑹　水

みず
野
の
忠
ただ
邦
くに

⑶　ロシアは早くからシベリアに進
出し，やがてカムチャツカ半島，ベ
ーリング海・樺

から
太
ふと
（サハリン）・千

ち
島
しま

列島に進出した。

考 え 方

	 ⑴　本
もと
居
おり
宣
のり
長
なが
　　⑵　杉

すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく

	 ⑶　寺
てら
子
こ
屋
や
　　⑷　化

か
政
せい
文化　

⑴　伊
い
勢
せ
国（三重県）松

まつ
阪
さか
の出身。医

師を営みながら国
こく
学
がく
を研究した。

賀
か
茂
もの
真
ま
淵
ぶち
の門人となって古

こ
事
じ
記
き
を研

究し，35年間かかって「古
こ
事
じ
記
き
伝
でん
」

をあらわし，国学を大成した。

考 え 方

	 ⑴　①　江戸　　②　田沼意次
	 ③　松平定信　　④　大塩（平八郎）
	 ⑤　水野忠邦　　⑥　蘭

らん
学
がく

	 ⑦　歌
うた
川
がわ
（安
あん
藤
どう
）広
ひろ
重
しげ
　　⑵　財政

⑴　⑥　江戸時代のオランダ語を通
してヨーロッパのことを学ぶ学問を
いう。当時，オランダを和蘭または
和蘭陀と表記したため。　⑦　30
代で「東

とう
海
かい
道
どう
五
ご
十
じゅう
三
さん
次
つぎ
」がヒットし，

風景画家としての地位を確立した。

考 え 方

1

2

3
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幕府や諸
しょ

藩
はん

の改革� P.124 ,1251

	 ⑴　①　田
た
沼
ぬま
意
おき
次
つぐ
　　②　わいろ

	 ⑵　株
かぶ
仲
なか
間
ま
　　⑶　銅・海産物輸出の奨

しょう
励
れい

	 ⑷　天
てん
明
めい

⑴　①　意次は，力を持ってきた商
人と結ぶことで幕府の財政を立て直
そうとしたが，経済を重視した政策
はわいろ政治といわれる政治の腐

ふ
敗
はい

をまねき，失
しっ
脚
きゃく
した。⑷　天明のき

きんは，浅
あさ
間
ま
山
やま
の噴

ふん
火
か
や冷害などを

原因に，全国をおそった。特に東北
地方の被

ひ
害
がい
が大きく，餓

が
死
し
者が数十

万人にものぼった。

考 え 方

	 ⑴　貨
か
幣
へい
　　⑵　年

ねん
貢
ぐ
米　　⑶　俸

ほう
禄
ろく

	 ⑷　専
せん
売
ばい
　　⑸　細

ほそ
川
かわ
重
しげ
賢
かた

⑶　大名などの家臣の大部分は，領
地をもらうのではなく，藩

はん
などから

米を給料としてもらい，それを換
かん
金
きん

して生活をしていた。
⑷　薩

さつ
摩
ま
藩（鹿児島県）の砂

さ
糖
とう
，長

ちょう
州
しゅう

藩（山口県）の紙・ろう，佐賀藩の陶
とう

器
き
などが有名である。

考 え 方

	 ⑴　松
まつ
平
だいら
定
さだ
信
のぶ
　　⑵　ウ　　⑶　ウ

	 ⑷　商
しょう
品
ひん
作
さく
物
もつ
　　⑸　ききん（凶

きょう
作
さく
）

	 ⑹　商人（札
ふだ
差
さし
）　　⑺　イ

⑶　寛
かん
政
せい
異
い
学
がく
の禁といわれる。

⑹　旗
はた
本
もと
や御

ご
家
け
人
にん
の年貢米を金にか

える業者のことを札差といった。

考 え 方

新しい学問と化
か

政
せい

文化� P.126 ,1272

	 ⑴　寺
てら
子
こ
屋
や
　　⑵　国

こく
学
がく

	 ⑶　杉
すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく
　　⑷　十

じっ
返
ぺん
舎
しゃ
一
いっ
九
く

	 ⑸　小
こ
林
ばやし
一
いっ
茶
さ
　　⑹　葛

かつ
飾
しか
北
ほく
斎
さい
　　

1

2

3

1

⑵　儒
じゅ
学
がく
は孔

こう
子
し
がおこした学問。蘭

らん

学
がく
は西洋の学術や文化を研究する学

問で，のちに洋学と呼ばれた。
⑹　「富

ふ
嶽
がく
三
さん
十
じゅう
六
ろっ
景
けい
」などの作品が有

名である。

考 え 方

	 ⑴　江戸　　⑵　化政
	 ⑶　狂

きょう
歌
か
　

	 ⑴　藩
はん
校
こう
　　⑵　本

もと
居
おり
宣
のり
長
なが
　　

	 ⑶　伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか
　　⑷　シーボルト

	 ⑸　適
てき
塾
じゅく

⑴　教育内容は，文武両道の理想か
ら武術や儒

じゅ
学
がく
の講義が中心であった

が，幕末には蘭
らん
学
がく
（洋学）や天文学，

兵学なども加わった。江戸時代を通
じて250余校も設立されたという。

考 え 方

	 ⑴　川
せん
柳
りゅう
・狂

きょう
歌
か
　　⑵　曲

きょく
亭
てい
（滝
たき
沢
ざわ
）馬
ば
琴
きん

	 ⑶　錦
にしき
絵
え
　　⑷　喜

き
多
た
川
がわ
歌
うた
麿
まろ

⑵　「南
なん
総
そう
里
さと
見
み
八
はっ
犬
けん
伝
でん
」は，江戸時代

の小説でも，文章が主体の「読
よみ
本
ほん
」と

いわれるもの。
⑷　化政文化の浮

うき
世
よ
絵
え
師
し
として，美

人画の喜多川歌麿，風景画の葛
かつ
飾
しか
北
ほく

斎
さい
，歌
うた
川
がわ
（安
あん
藤
どう
）広
ひろ
重
しげ
を覚えておく。

考 え 方

外国船の接近と天
てん

保
ぽう

の改革� P.128 ,1293

	 ⑴　ロシア船
	 ⑵　異

い
国
こく
船
せん
打
うち
払
はらい
令
れい

	 ⑶　蘭
らん
学
がく
者
しゃ
　　⑷　蛮

ばん
社
しゃ
の獄
ごく

⑴　アメリカも北太平洋で操業する
捕
ほ
鯨
げい
船
せん
の燃料や食料の補給のために，

日本近海にあらわれるようになって
いた。
⑶，⑷　漂流した日本人を送り届け
に来たアメリカ船を打ちかえした
モリソン号事件を批判し，蘭学者の

考 え 方

2

3

4

1
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渡
わた
辺
なべ
崋
か
山
ざん
と高

たか
野
の
長
ちょう
英
えい
が幕府から厳し

い処
しょ
罰
ばつ
を受けた。

	 ⑴　天
てん
保
ぽう
　　⑵　米価　　⑶　大商人

	 ⑷　大
おお
塩
しお
平
へい
八
はち
郎
ろう
　　⑸　渋

しぶ
染
ぞめ
一
いっ
揆
き

⑷　乱は1日で鎮
ちん
圧
あつ
されたが，大塩

平八郎が高名な学者で，もと大
おお
阪
さか
町
まち

奉
ぶ
行
ぎょう
所
しょ
の役人であったため，幕府に

大きな衝
しょう
撃
げき
をあたえた。

考 え 方

	 ⑴　イ
	 ⑵　異

い
国
こく
船
せん
打
うち
払
はらい
令
れい
（外国船打払令）

	 ⑶　攘
じょう
夷
い
論
ろん
　　⑷　大阪　　⑸　ア

	 ⑹　①　水
みず
野
の
忠
ただ
邦
くに
　　②　株

かぶ
仲
なか
間
ま

	 ③　江
え
戸
ど
　　④　大

だい
名
みょう

⑴　ロシアのラクスマンは，日本の
漂
ひょう
流
りゅう
民
みん
大
だい
黒
こく
屋
や
光
こう
太
だ
夫
ゆう
らの送

そう
還
かん
を名目

に根
ね
室
むろ
に来航し，幕府に通商を求め

た。　

考 え 方

まとめのドリル� P.130 ,131

	 ⑴　①　株
かぶ
仲
なか
間
ま
　　②　朱

しゅ
子
し
学
がく

	 ③　株仲間　　④　海産物
	 ⑵　Ａ　水野忠邦　　Ｂ　松

まつ
平
だいら
定
さだ
信
のぶ

	 Ｃ　田
た
沼
ぬま
意
おき
次
つぐ
　　⑶　Ａ　天

てん
保
ぽう
の改革

	 Ｂ　寛
かん
政
せい
の改革　　⑷　札

ふだ
差
さし

	 ⑸　ウ　　⑹　Ｃ→Ｂ→Ａ

⑴　①・③　株仲間は，田沼意次の
ときに結成が奨

しょう
励
れい
され，水野忠邦の

ときに解散させられた。

考 え 方

	 ⑴　江
え
戸
ど
　　⑵　Ａ　伊

い
能
のう
忠
ただ
敬
たか

	 Ｂ　杉
すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく
（前
まえ
野
の
良
りょう
沢
たく
）

	 Ｃ　歌
うた
川
がわ
（安
あん
藤
どう
）広
ひろ
重
しげ

⑴　江戸時代後期には，文化の中心
が江戸に移っていた。

考 え 方

2

3

1

2

定期テスト対策問題� P.132 ,133

	 ⑴　①　新
あら
井
い
白
はく
石
せき
　　②　田沼意次

	 ③　大
おお
塩
しお
平
へい
八
はち
郎
ろう
　　⑵　生

しょう
類
るい
憐
あわれ
みの令

	 ⑶　イ　　⑷　Ｃ　徳
とく
川
がわ
吉
よし
宗
むね

	 Ｅ　松平定信　　H　水野忠邦
	 ⑸　Ｆ　　⑹　ウ

⑹　長崎以外で外国との貿易が行わ
れたのは，幕末の開国以後のことで，
ヨーロッパの文物が一

いっ
般
ぱん
の人々にま

で流行したのは明
めい
治
じ
になってから。

考 え 方

	 ⑴　ア・江戸　　⑵　エ・大阪
	 ⑶　カ・長崎

⑴　幕府の所在地で政治の中心地。
⑵　経済の中心地。
⑶　出

で
島
じま
があり，鎖

さ
国
こく
中ただ一つ外

国との貿易が行われた都市。⑵とと
もに幕府の直

ちょっ
轄
かつ
都市だった。

考 え 方

	 ⑴　井
い
原
はら
西
さい
鶴
かく
　　⑵　本

もと
居
おり
宣
のり
長
なが

	 ⑶　十
じっ
返
ぺん
舎
しゃ
一
いっ
九
く
　　⑷　松

まつ
尾
お
芭
ば
蕉
しょう

	 ⑸　歌川（安藤）広重　　⑹　伊能忠敬
	 ⑺　近

ちか
松
まつ
門
もん
左
ざ
衛
え
門
もん
　　⑻　杉

すぎ
田
た
玄
げん
白
ぱく

⑵　本居宣長は国
こく
学
がく
の大成者といわ

れる。この学問は，幕末の尊
そん
王
のう
攘
じょう
夷
い

運動に大きな影
えい
響
きょう
をあたえた。

⑺　近松門左衛門の脚
きゃく
本
ほん
は，おもに

人
にん
形
ぎょう
浄
じょう
瑠
る
璃
り
で上演された。

考 え 方

1

2

3
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総合問題（政治）� P.134 ,135

	 ⑴　Ａ　倭
わ
　　Ｂ　魏

ぎ

	 ⑵　十
じゅう
七
しち
条
じょう
の憲法　　⑶　ア　　⑷　エ

⑴　Ａ　紀元前後ころの日本の様子
を書いた中

ちゅう
国
ごく
の歴史書に「楽

らく
浪
ろう
（中国

の植民地，今の北
きた
朝
ちょう
鮮
せん
にあった国）

海中に倭
わ
人
じん
あり」とある。

⑶　高
こう
句
く
麗
り
ではなく，百

くだ ら
済を助けよ

うとして出兵した。
ひゃくさい

考 え 方

	 ⑴　太
だい
政
じょう
大
だい
臣
じん

	 ⑵　後
ご
醍
だい
醐
ご
天
てん
皇
のう
・建
けん
武
む
の新
しん
政
せい

	 ⑶　応
おう
仁
にん
の乱

⑴　律
りつ
令
りょう
制度の最高官。常におかれ

ている役職ではなかった。
⑵　後

ご
醍
だい
醐
ご
天皇は古代天皇制の復活

を図
はか
ろうとしたが，武士の間に不満

が高まり，足
あし
利
かが
尊
たか
氏
うじ
の挙兵につなが

った。

考 え 方

	 ⑴　岐
ぎ
阜
ふ
県　　⑵　江

え
戸
ど
　　⑶　ア

	 ⑷　ウ　　⑸　オランダ　　⑹　イ
	 ⑺　ア　　⑻　ア　　　　　⑼　イ

⑶　1614年の大阪冬の陣
じん
，1615

年の大阪夏の陣で，豊
とよ
臣
とみ
氏
し
はほろん

だ。
⑼　白

しら
河
かわ
とは白河藩

はん
主
しゅ
の松

まつ
平
だいら
定
さだ
信
のぶ
，

田
た
沼
ぬま
とは田沼意

おき
次
つぐ
をさしている。

考 え 方

1

2

3

総合問題（経済・社会）� P.136 ,137

	 ⑴　①　奈
な
良
ら
時代　　②　防

さき
人
もり

	 ③　ウ　　⑵　イ

⑴　①　この歌は，奈良時代につく
られた「万

まん
葉
よう
集
しゅう
」におさめられている。

③　調
ちょう
や庸

よう
は，成人男子に課せられ

た。
⑵　墾

こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざいの
法
ほう
によって，開

かい
墾
こん

した土地の永久私有が許されたので，
貴
き
族
ぞく
や寺社が私有地を増やし，のち

の荘
しょう
園
えん
のもととなった。

考 え 方

	 ⑴　蝦
えみ し
夷　　⑵　浄

じょう
土
ど
信
しん
仰
こう
（浄土の教え）

	 ⑶　荘園

	 ⑴　イ
	 ⑵　金貸し業を営んでいたため。
	 ⑶　一

いっ
揆
き

⑵　土
ど
倉
そう
や酒

さか
屋
や
は金貸しを行い，

10％前後の利
り
子
し
を取っていた。

考 え 方

	 ⑴　ⓐ　本
ほん
百
びゃく
姓
しょう
　　ⓑ　水

みず
のみ百

びゃく
姓
しょう

	 ⑵　五人組　　⑶　①　備
びっ
中
ちゅう
ぐわ

	 ②　千
せん
歯
ば
こき　　⑷　イ

⑴　ⓐ　本百姓は耕地を持ち，検
けん
地
ち

帳
ちょう
にのり，年

ねん
貢
ぐ
の納入の役割を負っ

た。

考 え 方

1

2

3

4
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総合問題（文化）� P.138 ,139

	 ⑴　ウ　　⑵　イ
	 ⑶　エ

	 ⑴　ウ　　⑵　イ
	 ⑶　ウ　　⑷　書

しょ
院
いん
造
づくり

⑶　「新
しん
古
こ
今
きん
和
わ
歌
か
集
しゅう
」は，鎌

かま
倉
くら
時代に

つくられた。
考 え 方

	 ⑴　天
てん
守
しゅ
　　⑵　イ

⑵　アとウは江
え
戸
ど
時代の元

げん
禄
ろく
文化の

ころの人物。
考 え 方

	 ⑴　ア　　⑵　ア　　⑶　国
こく
学
がく
　　

	 ⑷　解
かい
体
たい
新
しん
書
しょ
　　⑸　ウ　　⑹　ウ

⑴　イ・ウは化
か
政
せい
文化の時代の特色。

⑸　アは元禄文化，イは桃
もも
山
やま
文化の

ころの人物。

考 え 方

1

2

3

4
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